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(57)【要約】

【課題】　ワークＷを保持するに当たり、加工面を本体

部に対し平行度を保ったまま、簡易に、且つ、高精度に

保持して固定することが可能な被加工物保持装置を提供

する。

【解決手段】　被加工物保持装置１００は、本体部１０

０Ａの第１の軸方向に延びるガイドレール２２０Ａ，２

２０Ｂに取り付けられた可動ブロック２４０，２７０と

、これらブロックの間隔を調整する調整ネジ２６０，２

９０と、第１の軸方向と直交する第２の軸方向に延びる

ガイドレール３２０に取り付けられた可動ブロック３４

０，３７０と、これらブロックの間隔を調整する調整ネ

ジ３６０、３９０とよって構成される。可動ブロック２

４０，２７０，３４０，３７０には対向する位置に挟持

部２４１，２７１，３４１，３７１が設けられている。

被加工物保持装置１００は、４つの可動ブロックの挟持

部２４１，２７１，３４１，３７１でワークＷを４方向

から（４面で）挟み込んで固定する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 本 体 部 と 、

　 該 本 体 部 の 上 面 で 第 １ の 軸 方 向 に 延 設 さ れ た 第 １ の ガ イ ド レ ー ル と 、

　 前 記 本 体 部 の 上 面 で 前 記 第 １ の 軸 方 向 と 直 交 す る 第 ２ の 軸 方 向 に 延 設 さ れ た 第 ２ の ガ イ

ド レ ー ル と 、

　 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル に 取 り 付 け ら れ た ２ つ の ブ ロ ッ ク か ら な る 第 １ の ブ ロ ッ ク 部 と

、

　 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル に 取 り 付 け ら れ た ２ つ の ブ ロ ッ ク か ら な る 第 ２ の ブ ロ ッ ク 部 と

か ら な り 、

　 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク 部 の 少 な く と も １ の ブ ロ ッ ク が 、 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル 上 を 滑 動

自 在 な 可 動 ブ ロ ッ ク で 構 成 さ れ 、

　 前 記 第 ２ の ブ ロ ッ ク 部 の 少 な く と も １ の ブ ロ ッ ク が 、 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル 上 を 滑 動

自 在 な 可 動 ブ ロ ッ ク で 構 成 さ れ 、

　 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク 部 に 、 ２ つ の ブ ロ ッ ク の 間 隔 を 調 整 す る 第 １ の 調 整 手 段 が 、

　 前 記 第 ２ の ブ ロ ッ ク 部 に 、 ２ つ の ブ ロ ッ ク の 間 隔 を 調 整 す る 第 ２ の 調 整 手 段 が 備 え ら れ

る と 共 に 、

　 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク 部 の 前 記 ２ つ の ブ ロ ッ ク の 対 向 す る 位 置 に 被 加 工 物 を 前 記 第 １ の 軸

方 向 か ら 挟 持 す る た め の 第 １ の 挟 持 手 段 が 、

　 前 記 第 ２ の ブ ロ ッ ク 部 の 前 記 ２ つ の ブ ロ ッ ク の 対 向 す る 位 置 に 前 記 被 加 工 物 を 前 記 第 ２

の 軸 方 向 か ら 挟 持 す る た め の 第 ２ の 挟 持 手 段 が 設 け ら れ て い る

　 こ と を 特 徴 と す る 被 加 工 物 保 持 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 本 体 部 は 、 前 記 第 1の ガ イ ド レ ー ル が 設 け ら れ た 第 １ の 台 座 部 を 有 す る ベ ー ス 部 と

、

　 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル が 設 け ら れ た 第 ２ の 台 座 部 を 有 す る カ ー ト リ ッ ジ 部 と か ら な り

、

　 前 記 ベ ー ス 部 に 前 記 カ ー ト リ ッ ジ 部 を 収 容 す る た め の 凹 部 が 設 け ら れ 、

　 該 凹 部 は 、 前 記 カ ー ト リ ッ ジ 部 が 前 記 凹 部 に 収 容 さ れ た 位 置 に お い て 、 前 記 カ ー ト リ ッ

ジ 部 の 第 ２ の 台 座 部 の 上 面 と 前 記 ベ ー ス 部 の 第 １ の 台 座 部 の 上 面 と が 同 一 平 面 、 又 は 、 前

記 カ ー ト リ ッ ジ 部 の 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル の 上 面 と 前 記 ベ ー ス 部 の 第 １ の ガ イ ド レ ー ル の 上

面 と が 同 一 平 面 、 の 少 な く と も い ず れ か と な る よ う に 構 成 さ れ て い る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 被 加 工 物 保 持 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 凹 部 は 、 前 記 ベ ー ス 部 の 第 １ の 台 座 部 及 び 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル が 略 中 央 の 位 置

で ２ つ に 分 割 さ れ て 構 成 さ れ て い る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 か ら 請 求 項 ２ に 記 載 の 被 加 工 物 保 持 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク 部 及 び 前 記 第 ２ の ブ ロ ッ ク 部 の 各 ２ つ の ブ ロ ッ ク に 形 成 さ れ た 前 記

第 １ の 挟 持 手 段 及 び 前 記 第 ２ の 挟 持 手 段 は 、 共 に 、 被 加 工 物 の 底 部 が 載 置 さ れ る 載 置 面 と

、 被 加 工 物 の 底 部 を 第 １ 、 第 ２ の 軸 方 向 か ら 挟 み 込 む た め の 挟 持 面 と を 有 し 、

　 前 記 載 置 面 が 鏡 面 仕 上 げ さ れ て い る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 被 加 工 物 保 持 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク 部 及 び 前 記 第 ２ の ブ ロ ッ ク 部 の 、 各 ２ つ の ブ ロ ッ ク の 対 向 す る 位 置

に は 、 ロ ウ 付 け さ れ た 超 硬 合 金 が 設 け ら れ 、

　 該 超 硬 合 金 に 前 記 載 置 面 と 前 記 挟 持 面 が 刻 設 さ れ て い る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 被 加 工 物 保 持 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル は 、 前 記 ベ ー ス 部 の 前 記 第 １ の 台 座 部 の 上 面 で 前 記 第 １ の 軸 方
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向 に 延 び る 断 面 凸 状 の 段 差 部 で 構 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル は 、 前 記 カ ー ト リ ッ ジ

部 の 前 記 第 ２ の 台 座 部 の 上 面 で 前 記 第 ２ の 軸 方 向 に 延 び る 断 面 凸 状 の 段 差 部 で 構 成 さ れ

　 前 記 可 動 ブ ロ ッ ク に は 前 記 断 面 凸 状 の 段 差 部 と 嵌 合 さ れ る 凹 部 が 形 成 さ れ 、

　 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル の 前 記 断 面 凸 状 の 段 差 部 は 、 前 記 第 １ の 軸 方 向 に 伸 び る ２ 側 面

が 互 い に 下 方 に 向 か っ て 狭 ま よ う に 形 成 さ れ 、

　 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル の 前 記 断 面 凸 状 の 段 差 部 は 、 前 記 第 ２ の 軸 方 向 に 伸 び る ２ 側 面

が 互 い に 下 方 に 向 か っ て 狭 ま よ う に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ブ ロ ッ ク 部 の 凹 部 は 、 前 記 断 面 凸 状 の 段 差 部 の 前 記 ２ 側 面 と 嵌 合 時 に 対 向 す る ２ 側

面 が 下 方 に 向 か っ て 互 い に 狭 ま る よ う に 形 成 さ れ て い る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 被 加 工 物 保 持 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 本 体 部 の 側 に は 雌 ネ ジ 部 を 有 す る 挿 通 孔 が 形 成 さ れ 、

　 前 記 可 動 ブ ロ ッ ク の 中 央 よ り 上 の 部 分 に は 取 付 孔 が 形 成 さ れ 、

　 前 記 第 １ の 調 整 手 段 及 び 前 記 第 ２ の 調 整 手 段 は 、 前 記 挿 通 孔 の 雌 ネ ジ 部 と 螺 合 し 、 先 端

が 前 記 可 動 ブ ロ ッ ク の 取 付 孔 に 回 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 調 整 ネ ジ で 構 成 さ れ て い る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 被 加 工 物 保 持 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

　 本 体 部 と 、

　 該 本 体 部 の 上 面 で 第 １ の 軸 方 向 に 延 設 さ れ た 第 １ の ガ イ ド レ ー ル と 、

　 前 記 本 体 部 の 上 面 で 前 記 第 １ の 軸 方 向 と 直 交 す る 第 ２ の 軸 方 向 に 延 設 さ れ た 第 ２ の ガ イ

ド レ ー ル と 、

　 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル に 摺 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 第 １ の 軸 方 向 と 垂 直 の 第 １ の

挟 持 面 を 有 す る 第 １ の ブ ロ ッ ク と 、

　 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル に 摺 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 第 ２ の 軸 方 向 と 垂 直 の 第 ２ の

挟 持 面 を 有 す る 第 ２ の ブ ロ ッ ク と 、

　 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク に 取 り 付 け ら れ 、 該 第 １ の ブ ロ ッ ク の 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル 上 で

の 移 動 位 置 を 調 整 す る 第 １ の 調 整 手 段 と 、

　 前 記 第 ２ の ブ ロ ッ ク に 取 り 付 け ら れ 、 該 第 ２ の ブ ロ ッ ク の 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル 上 で

の 移 動 位 置 を 調 整 す る 第 ２ の 調 整 手 段 と か ら な り 、

　 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル に は 、 前 記 第 ２ の 軸 方 向 と 垂 直 の 第 １ の 摺 動 面 が 形 成 さ れ 、

　 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル に は 、 前 記 第 １ の 軸 方 向 と 垂 直 の 第 ２ の 摺 動 面 が 形 成 さ れ 、

　 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル の 前 記 第 ２ の 摺 動 面 と 、 該 第 ２ の 摺 動 面 と 対 向 す る 前 記 第 １ の

ブ ロ ッ ク の 前 記 １ の 挟 持 面 と で 被 加 工 物 を 挟 持 す る 第 １ の 挟 持 手 段 が 構 成 さ れ 、

　 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル の 前 記 第 １ の 摺 動 面 と 、 該 第 １ の 摺 動 面 と 対 向 す る 前 記 第 ２ の

ブ ロ ッ ク の 前 記 第 ２ の 挟 持 面 と で 被 加 工 物 を 挟 持 す る 第 ２ の 挟 持 手 段 が 構 成 さ れ て い る こ

と を 特 徴 と す る 被 加 工 物 保 持 装 置 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 本 体 部 は 、 ベ ー ス 部 と 、 該 ベ ー ス 部 に 固 定 さ れ 、 前 記 第 １ の 軸 方 向 に 延 び る 第 １ の

内 壁 面 と 前 記 第 ２ の 軸 方 向 に 延 び る 第 ２ の 内 壁 面 と を 有 す る 取 付 部 と を 有 し 、

　 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル は 前 記 第 １ の 内 壁 面 に 前 記 第 １ の 軸 方 向 に 延 び る よ う に 形 成 さ

れ た 断 面 凸 状 の 段 差 部 で 構 成 さ れ 、

　 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル は 前 記 第 ２ の 内 壁 面 に 前 記 第 ２ の 軸 方 向 に 延 び る よ う に 形 成 さ

れ た 断 面 凸 状 の 段 差 部 で 構 成 さ れ 、

　 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク に は 、 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル を 構 成 す る 前 記 断 面 凸 状 の 段 差 部 と

嵌 合 さ れ る 凹 部 が 形 成 さ れ 、

　 前 記 第 ２ の ブ ロ ッ ク に は 、 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル を 構 成 す る 前 記 断 面 凸 状 の 段 差 部 と

嵌 合 さ れ る 凹 部 が 形 成 さ れ 、

　 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル の 前 記 断 面 凸 状 の 段 差 部 は 、 前 記 第 １ の 軸 方 向 に 伸 び る ２ 側 面

が 互 い に 下 方 に 向 か っ て 狭 ま よ う に 形 成 さ れ 、

　 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル の 前 記 断 面 凸 状 の 段 差 部 は 、 前 記 第 ２ の 軸 方 向 に 伸 び る ２ 側 面
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が 互 い に 下 方 に 向 か っ て 狭 ま よ う に 形 成 さ れ 、

　 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク の 凹 部 は 、 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル の 前 記 断 面 凸 状 の 段 差 部 の 前 記

２ 側 面 と 嵌 合 時 に 対 向 す る ２ 側 面 が 下 方 に 向 か っ て 互 い に 狭 ま る よ う に 形 成 さ れ 、

　 前 記 第 ２ の ブ ロ ッ ク の 凹 部 は 、 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル の 前 記 断 面 凸 状 の 段 差 部 の 前 記

２ 側 面 と 嵌 合 時 に 対 向 す る ２ 側 面 が 下 方 に 向 か っ て 互 い に 狭 ま る よ う に 形 成 さ れ て い る こ

と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 被 加 工 物 保 持 装 置 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク は 、 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル に 着 脱 自 在 に 、 前 記 第 ２ の ブ ロ ッ ク は

前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 又 は

請 求 項 ９ の 何 れ か に 記 載 の 被 加 工 物 保 持 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 複 数 の ブ ロ ッ ク で 被 加 工 物 を 挟 み 込 ん で 保 持 す る 被 加 工 物 保 持 装 置 に 関 す る

。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 よ り 、 マ シ ニ ン グ 装 置 、 自 動 工 具 交 換 装 置 （ Ａ Ｔ Ｃ ） 、 Ｎ Ｃ 工 作 機 械 、 ワ イ ヤ カ ッ

ト 放 電 加 工 機 等 に よ っ て 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ） に 加 工 を 施 す 際 、 こ の 被 加 工 物 を 当 該 装 置

内 で 保 持 す る た め の 各 種 の 被 加 工 物 保 持 装 置 が 知 ら れ て る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 上 記 列 挙 し た 各 種 の 加 工 装 置 の う ち 、 例 え ば マ シ ニ ン グ 装 置 内 で 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ）

を 保 持 し て 固 定 す る 被 加 工 物 保 持 装 置 と し て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ に 示 す ５

軸 加 工 用 バ イ ス が 公 知 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ で 開 示 さ れ て い る 被 加 工 物 保 持 装 置 （ ５ 軸 加 工 用 バ イ ス ） は 、

２ つ の ブ ロ ッ ク で 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ） を ２ 方 向 か ら （ ２ 面 で ） 挟 み 込 ん で 保 持 し 固 定 す

る 構 造 で あ り 、 ２ つ の ブ ロ ッ ク の 少 な く と も １ つ が 可 動 ブ ロ ッ ク と な っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 マ シ ニ ン グ 装 置 用 の 被 加 工 物 保 持 装 置 と し て 用 い ら れ て い る 従 来 の ５ 軸 加 工 バ イ ス １ ０

を 図 ２ ７ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 。

　 ５ 軸 加 工 用 バ イ ス １ ０ は 、 図 ２ ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 固 定 ブ ロ ッ ク １ １ と 可 動 ブ ロ ッ

ク １ ２ を 有 し 、 調 整 つ ま み １ ３ を 図 中 矢 印 方 向 に 回 動 す る こ と で 固 定 ブ ロ ッ ク １ １ と 可 動

ブ ロ ッ ク １ ２ の 間 隔 を 狭 め て 、 そ の 挟 持 部 （ ジ ョ ー 部 ） １ １ Ａ ， １ ２ Ａ で ワ ー ク Ｗ （ 被 加

工 物 ） の 底 面 Ｓ １ を 下 か ら 支 え な が ら こ れ に 連 な る ２ 面 （ 図 で は 、 Ｓ ２ 、 Ｓ ４ ） を ２ 方 向

か ら 挟 み 込 ん で 保 持 し 固 定 す る 構 造 と な っ て い る （ 図 ２ ７ （ ｂ ） ） 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 な お 、 ５ 軸 加 工 用 バ イ ス １ ０ の 挟 持 部 （ ジ ョ ー 部 ） １ １ Ａ ， １ ２ Ａ は 、 固 定 ブ ロ ッ ク １

１ と 可 動 ブ ロ ッ ク １ ２ の 対 向 す る 面 の 上 部 に 設 け ら れ た 段 差 で 構 成 さ れ 、 段 差 の 水 平 方 向

の 面 が ワ ー ク Ｗ の 底 面 （ Ｓ １ ） を 下 か ら 支 え る 載 置 面 、 垂 直 方 向 の 面 が ワ ー ク Ｗ の ２ つ の

面 （ Ｓ ２ 、 Ｓ ４ ） を 挟 み 込 む 挟 持 面 と な る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ の ５ 軸 加 工 用 バ イ ス （ 被 加 工 物 保 持 装 置 ） １ ０ は 、 通 常 、 表 面 粗 さ が 未 だ 「 粗 」 で あ

る 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ） に 前 処 理 （ 例 え ば 、 表 面 研 磨 ） を 行 な う 場 合 に 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 前 処 理 で は 、 ま ず 、 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ） の 下 面 （ 図 で は 、 Ｓ １ ） を 固 定 し 、 次 い で 、

残 り の ５ 面 （ Ｓ ２ ～ Ｓ ６ ） に 対 す る 研 磨 処 理 が 加 工 刃 物 ２ ０ に よ っ て 行 わ れ る （ 図 ２ ７ （

ｃ ） ） 。

　 日 用 雑 貨 等 、 高 い 精 度 が 要 求 さ れ な い 製 品 の 金 型 の 加 工 を 行 う に 当 た っ て は 、 ５ 軸 加 工

用 バ イ ス １ ０ で 保 持 し 固 定 し た ま ま 、 前 処 理 に 引 き 続 い て 後 処 理 （ 最 終 処 理 ） を 行 っ て 金
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型 加 工 を 完 了 す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 従 来 の ５ 軸 加 工 用 バ イ ス （ 被 加 工 物 保 持 装 置 ） １ ０ で は 、 固 定 ブ ロ ッ ク １ １ 、 可 動 ブ ロ

ッ ク １ ２ の 挟 持 部 を 構 成 す る 段 差 部 に は 、 ワ ー ク Ｗ を ２ 面 か ら 強 固 に 挟 み 込 む た め の 十 分

な 高 さ （ 挟 持 面 の 高 さ ） が 確 保 さ れ て い る （ ５ ｍ ｍ ） 。 ま た 、 挟 持 部 の 載 置 面 も ワ ー ク Ｗ

の 底 面 （ 図 で は 、 Ｓ １ ） を 載 せ る た め に 十 分 な 奥 行 き 幅 （ ５ ｍ ｍ ） と な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 特 許 文 献 １ に は 、 回 転 操 作 部 ５ ６ を 操 作 し て 可 動 ブ ロ ッ ク ４ を 締 め 付 け 移 動 さ せ る こ と

に よ り 、 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ） を 固 定 ブ ロ ッ ク 部 ２ ４ と 可 動 ブ ロ ッ ク ４ と で 挟 持 す る 構 造

が 開 示 さ れ て い る 。

　 特 許 文 献 ２ に は 、 ハ ン ド ル １ ８ の 操 作 に よ っ て 可 動 ジ ョ ー ４ ， ６ の ジ ョ ー 本 体 ２ ４ ， ２

６ が ワ ー ク ４ ０ の 挟 持 爪 ３ ６ ， ３ ８ に よ っ て 摘 ま ん で 固 定 で き る 構 造 が 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ０ ０ １ ２ ５ 号 公 報

【 ０ ０ １ ２ 】

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － ２ ６ ４ ９ ８ ３ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 近 年 、 マ シ ニ ン グ 装 置 、 自 動 工 具 交 換 装 置 （ Ａ Ｔ Ｃ ） 、 Ｎ Ｃ 工 作 機 械 、 ワ イ ヤ カ ッ ト 放

電 加 工 機 等 で は 、 各 種 精 密 機 械 の 金 型 等 の 製 作 に 対 応 可 能 と す る た め 、 よ り 高 精 細 な 加 工

処 理 を 可 能 に す る 制 御 処 理 （ 例 え ば 、 マ シ ニ ン グ 装 置 の 加 工 刃 物 の 動 作 制 御 ） が 行 わ れ る

。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 マ シ ニ ン グ 装 置 で 半 導 体 デ バ イ ス や 、 自 動 車 の コ ネ ク タ 等 の 精 密 部 品 用 の 金 型 を 高 精 細

に 加 工 す る の で あ れ ば 、 マ シ ニ ン グ 装 置 側 の 加 工 刃 物 の Ｘ 軸 方 向 、 Ｙ 軸 方 向 、 Ｚ 軸 方 向 の

移 動 量 の 制 御 を 正 確 に 行 っ て 製 品 の 精 度 誤 差 を 小 さ く す る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 と こ ろ で 、 上 記 の よ う な 高 精 細 な 金 型 加 工 を 行 う に は 、 そ の 前 提 と し て 、 マ シ ニ ン グ 装

置 内 の 所 定 の 位 置 に 被 加 工 物 （ 例 え ば .直 方 体 の ワ ー ク Ｗ ） を 加 工 面 （ 上 面 ） の 平 行 度 を

保 っ た ま ま 、 側 面 に つ い て も Ｘ 方 向 、 Ｙ 方 向 の 位 置 合 わ せ も 高 精 度 と し て 配 置 し な け れ ば

な ら な い 。

　 こ れ は 、 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ） を 当 該 マ シ ニ ン グ 装 置 内 で 所 望 の 位 置 で 平 行 度 （ 被 加 工

面 の Ｚ 軸 方 向 の 精 度 ） を 高 精 度 に 保 っ た ま ま 固 定 し な け れ ば 、 マ シ ニ ン グ 装 置 側 の 加 工 刃

物 等 の 動 作 制 御 の 精 度 を い く ら 向 上 さ せ て も 、 被 加 工 物 と 装 置 側 と の 間 で 相 対 的 に 位 置 ず

れ が 生 じ て し ま い 、 加 工 後 の 製 品 の 寸 法 精 度 を 高 め る こ と が で き な い か ら で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 従 来 の 精 度 の 低 い 被 加 工 物 保 持 装 置 （ ５ 軸 加 工 用 バ イ ス １ ０ 等 ） を 用 い て 、 高 精 細 な マ

シ ニ ン グ 装 置 、 自 動 工 具 交 換 装 置 （ Ａ Ｔ Ｃ ） 、 Ｎ Ｃ 工 作 機 械 、 ワ イ ヤ カ ッ ト 放 電 加 工 機 等

に よ る 加 工 処 理 に 用 い る 場 合 に は 、 以 下 の よ う な 熟 練 工 に よ る 更 な る 調 整 作 業 が 必 要 に な

る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 従 来 の 被 加 工 物 保 持 装 置 （ ５ 軸 加 工 用 バ イ ス ） を 用 い て 高 精 細 な 加 工 を 行 う 場 合 、 ま ず

、 被 加 工 物 （ 直 方 体 の ワ ー ク Ｗ ） の 表 面 研 磨 を し て お く 必 要 が あ る （ 前 処 理 ） 。 こ れ は 被

加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ） を 予 め 研 磨 し て お か な け れ ば 被 加 工 物 保 持 装 置 （ ５ 軸 加 工 用 バ イ ス ）

に 搭 載 す る 際 の 平 行 度 等 を 所 望 の 範 囲 内 （ 所 望 の 精 度 ） に す る こ と が で き な い か ら で あ る

。

【 ０ ０ １ ８ 】
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　 よ っ て 、 従 来 の ５ 軸 加 工 用 バ イ ス １ ０ を そ の ま ま 用 い る 場 合 に は 、 ま ず 、 被 加 工 物 （ 表

面 が 粗 い 直 方 体 の ワ ー ク Ｗ ） を 保 持 し て 固 定 し 、 ワ ー ク Ｗ を 保 持 し た ５ 軸 加 工 用 バ イ ス １

０ を マ シ ニ ン グ 装 置 （ 図 示 省 略 ） 内 に 設 置 し て 、 加 工 刃 物 ２ ０ で ワ ー ク Ｗ の ５ つ の 面 （ Ｓ

２ ～ Ｓ ６ ） の 表 面 研 磨 を 行 う 。

　 続 い て 、 ５ つ の 面 を 研 磨 し た ワ ー ク Ｗ を ５ 軸 加 工 用 バ イ ス １ ０ か ら 一 旦 外 し 、 天 地 を 逆

さ ま に し て 再 び ５ 軸 加 工 用 バ イ ス １ ０ に 取 り 付 け 、 こ の 状 態 で 、 未 処 理 の 面 （ Ｓ １ ） の 研

磨 を 行 う 。 こ の 時 点 で 、 直 方 体 ワ ー ク Ｗ の ６ 面 が 所 望 の 精 度 で 研 磨 さ れ る （ 前 処 理 ） 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 こ の 前 処 理 に 続 い て 、 直 方 体 ワ ー ク Ｗ に 高 精 細 な 後 処 理 （ 最 終 処 理 ） を 行 う 場 合 、 ５ 軸

加 工 用 バ イ ス １ ０ の 設 計 上 の 加 工 面 と 、 実 際 に 固 定 さ れ た 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ） の 上 面 （

加 工 面 ） と の 平 行 度 の 誤 差 を 所 望 の 範 囲 内 （ 所 望 の 精 度 ） に 調 整 す る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 こ の 調 整 は 、 熟 練 工 が 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ） の 上 面 を 工 具 で 叩 い て 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ

） の 平 行 度 を 微 調 整 し 、 叩 い た 後 の 加 工 面 の 平 行 度 の 誤 差 が 許 容 範 囲 内 と な っ て い る か を

測 定 し 、 こ の 測 定 結 果 が 許 容 範 囲 内 に な る ま で 、 こ れ ら の 作 業 を 繰 り 返 す 。

　 こ の 調 整 作 業 は 緻 密 か つ 繊 細 な も の で 、 金 型 に 要 求 さ れ る 精 度 が 高 い 程 、 熟 練 工 と い え

ど も 作 業 に 長 時 間 を 要 す る こ と に な る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た 、 こ の 作 業 を 一 定 時 間 内 で 行 う こ と が で き る 熟 練 工 の 数 も 限 ら れ る た め 、 仮 に 、 こ

の 作 業 を 未 熟 な 作 業 者 に 行 わ せ る と 、 平 行 度 の 調 整 等 に 更 に 長 時 間 を 要 し 、 作 業 効 率 が 更

に 悪 化 す る と い う 問 題 も あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 軸 方 向 で の 加 工 が 行 わ れ る 細 長 の 被 加 工 物 （ ワ ー ク ） を 固 定 ／ 保 持 す る 加 工 用 バ

イ ス と し て 、 例 え ば 、 図 ２ ８ に 示 す よ う な 簡 易 な 加 工 用 バ イ ス ２ ０ が 一 般 に 用 い ら れ て い

る 。

　 こ の 従 来 の 加 工 用 バ イ ス ２ ０ は 、 鍔 部 を 有 し 、 一 部 に 切 欠 部 ２ １ Ａ が 形 成 さ れ た 円 柱 状

基 体 ２ １ と 、 そ の 外 周 に 嵌 合 さ れ る 円 筒 部 材 ２ ２ と で 構 成 さ れ る （ 図 ２ ８ （ ａ ） ） 。

　 円 柱 状 基 体 ２ １ の 切 欠 部 ２ １ Ａ と 円 筒 部 材 ２ ２ の 中 空 部 ２ ２ Ａ と で 形 成 さ れ る 空 隙 部 ２

０ Ａ （ 図 ２ ８ （ ｂ ） ） に 、 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ３ ） を 挿 入 し 、 円 筒 部 材 ２ ２ に 設 け ら れ た

孔 ２ ２ Ｂ に 固 定 ネ ジ ２ ３ を 螺 合 し 、 こ れ を 締 め 付 け る こ と で ワ ー ク Ｗ ３ を 固 定 す る 構 造 と

な っ て い る （ 図 ２ ８ （ ｃ ） ） 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ３ ） を 固 定 し た 加 工 用 バ イ ス ２ ０ は 、 マ シ ニ ン グ 装 置 等 の 内 部 に 取

り 付 け ら れ て 、 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ３ ） に 対 し 加 工 処 理 が 行 わ れ る が 、 こ の よ う な 構 造 の

加 工 用 バ イ ス で は 、 円 柱 状 基 体 ２ １ の 切 欠 部 ２ １ Ａ の ２ 面 と 固 定 ネ ジ ２ ３ の 先 端 の １ 点 で

被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ３ ） を 固 定 す る 構 造 で あ る た め 、 固 定 が 不 安 定 と な り 、 精 密 な 加 工 に

は 不 向 き で あ る 。

　 特 に 、 縦 長 の 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ３ ） に 対 し て 軸 方 向 （ 図 中 上 下 方 向 ） の 加 工 を 行 う 際

に は 、 軸 方 向 左 右 に ぶ れ や す く 、 こ の 加 工 用 バ イ ス ２ ０ を 用 い た 加 工 で は 、 精 度 が 著 し く

低 下 す る 。 こ の ず れ は 、 被 加 工 物 が 軸 方 向 に 長 い 程 、 顕 著 と な る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 被 加 工 物 （ ワ ー ク ） を 被 加 工 物 保

持 装 置 に よ っ て 保 持 し 固 定 す る に 当 た っ て 、 熟 練 者 に よ ら ず と も 、 当 該 被 加 工 物 の 加 工 面

（ 上 面 ） を 所 望 の 平 行 度 を 保 っ た ま ま 保 持 し 、 か つ 、 被 加 工 物 の 側 面 の 位 置 ず れ も 所 望 の

誤 差 範 囲 内 に 納 め る 作 業 を 、 簡 単 、 か つ 、 効 率 よ く 達 成 で き 、 も っ て 被 加 工 物 保 持 装 置 を

用 い た 金 型 の 加 工 処 理 等 の 効 率 を 高 め 、 製 品 の 製 作 に か か る 期 間 を 大 幅 に 短 縮 す る が で き

る 被 加 工 物 保 持 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 、 被 加 工 物 に 対 し て 軸 方 向 の 加 工 を 行 う 際 に 、 被 加 工 物 が 軸 方 向 に ぶ れ る こ と な く

、 高 い 精 度 で の 加 工 を 可 能 に す る 被 加 工 物 保 持 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 本 願 の 第 １ の 発 明 に 係 る 被 加 工 物 保 持 装 置 は 、 本 体 部 と 、 該 本 体 部 の 上 面 で 第 １ の 軸 方

向 に 延 設 さ れ た 第 １ の ガ イ ド レ ー ル と 、 前 記 本 体 部 の 上 面 で 前 記 第 １ の 軸 方 向 と 直 交 す る

第 ２ の 軸 方 向 に 延 設 さ れ た 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル と 、 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル に 取 り 付 け ら

れ た ２ つ の ブ ロ ッ ク か ら な る 第 １ の ブ ロ ッ ク 部 と 、 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル に 取 り 付 け ら

れ た ２ つ の ブ ロ ッ ク か ら な る 第 ２ の ブ ロ ッ ク 部 と か ら な り 、 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク 部 の 少 な

く と も １ の ブ ロ ッ ク が 、 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル 上 を 滑 動 自 在 な 可 動 ブ ロ ッ ク で 構 成 さ れ

、 前 記 第 ２ の ブ ロ ッ ク 部 の 少 な く と も １ の ブ ロ ッ ク が 、 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル 上 を 滑 動

自 在 な 可 動 ブ ロ ッ ク で 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク 部 に 、 ２ つ の ブ ロ ッ ク の 間 隔 を 調 整

す る 第 １ の 調 整 手 段 が 、 前 記 第 ２ の ブ ロ ッ ク 部 に 、 ２ つ の ブ ロ ッ ク の 間 隔 を 調 整 す る 第 ２

の 調 整 手 段 が 備 え ら れ る と 共 に 、 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク 部 の 前 記 ２ つ の ブ ロ ッ ク の 対 向 す る

位 置 に 被 加 工 物 を 前 記 第 １ の 軸 方 向 か ら 挟 持 す る た め の 第 １ の 挟 持 手 段 が 、 前 記 第 ２ の ブ

ロ ッ ク 部 の 前 記 ２ つ の ブ ロ ッ ク の 対 向 す る 位 置 に 前 記 被 加 工 物 を 前 記 第 ２ の 軸 方 向 か ら 挟

持 す る た め の 第 ２ の 挟 持 手 段 が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 願 の 第 ２ の 発 明 に 係 る 被 加 工 物 保 持 装 置 は 、 本 体 部 が 、 前 記 第 1の ガ イ ド レ ー ル が 設

け ら れ た 第 １ の 台 座 部 を 有 す る ベ ー ス 部 と 、 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル が 設 け ら れ た 第 ２ の

台 座 部 を 有 す る カ ー ト リ ッ ジ 部 と か ら な り 、 前 記 ベ ー ス 部 に 前 記 カ ー ト リ ッ ジ 部 を 収 容 す

る た め の 凹 部 が 設 け ら れ 、 該 凹 部 は 、 前 記 カ ー ト リ ッ ジ 部 が 前 記 凹 部 に 収 容 さ れ た 位 置 に

お い て 、 前 記 カ ー ト リ ッ ジ 部 の 第 ２ の 台 座 部 の 上 面 と 前 記 ベ ー ス 部 の 第 １ の 台 座 部 の 上 面

と が 同 一 平 面 、 又 は 、 前 記 カ ー ト リ ッ ジ 部 の 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル の 上 面 と 前 記 ベ ー ス 部 の

第 １ の ガ イ ド レ ー ル の 上 面 と が 同 一 平 面 、 の 少 な く と も い ず れ か と な る よ う に 構 成 さ れ て

い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 願 の 第 ３ の 発 明 に 係 る 被 加 工 物 保 持 装 置 で は 、 前 記 凹 部 は 、 前 記 ベ ー ス 部 の 第 １ の 台

座 部 及 び 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル が 略 中 央 の 位 置 で ２ つ に 分 割 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。

　 本 願 の 第 ４ の 発 明 に 係 る 被 加 工 物 保 持 装 置 で は 、 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク 部 及 び 前 記 第 ２ の

ブ ロ ッ ク 部 の 各 ２ つ の ブ ロ ッ ク に 形 成 さ れ た 前 記 第 １ の 挟 持 手 段 及 び 前 記 第 ２ の 挟 持 手 段

が 、 共 に 、 被 加 工 物 の 底 部 を 載 置 す る 載 置 面 と 、 被 加 工 物 の 底 部 を 第 １ 、 第 ２ の 軸 方 向 か

ら 挟 み 込 む 挟 持 面 と を 有 し 、 こ の う ち 少 な く と も 前 記 載 置 面 が 鏡 面 仕 上 げ さ れ て い る 。

　 本 願 の 第 ５ の 発 明 に 係 る 被 加 工 物 保 持 装 置 は 、 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク 部 及 び 前 記 第 ２ の ブ

ロ ッ ク 部 の 、 各 ２ つ の ブ ロ ッ ク の 対 向 す る 位 置 に ロ ウ 付 け さ れ た 超 硬 合 金 が 設 け ら れ 、 該

超 硬 合 金 に 前 記 載 置 面 と 前 記 挟 持 面 が 刻 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 願 の 第 ６ の 発 明 に 係 る 被 加 工 物 保 持 装 置 で は 、 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル が 前 記 ベ ー ス

部 の 前 記 第 １ の 台 座 部 の 上 面 で 第 １ の 軸 方 向 に 延 び る 断 面 凸 状 の 段 差 部 で 構 成 さ れ 、 前 記

第 ２ の ガ イ ド レ ー ル が 前 記 カ ー ト リ ッ ジ 部 の 前 記 第 ２ の 台 座 部 の 上 面 で 第 ２ の 軸 方 向 に 延

び る 断 面 凸 状 の 段 差 部 で 構 成 さ れ 、 前 記 可 動 ブ ロ ッ ク に 、 こ れ ら 断 面 凸 状 の 段 差 部 と 嵌 合

さ れ る 凹 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル の 前 記 断 面 凸 状 の 段 差 部 が 第 １ の 軸 方 向

に 伸 び る ２ 側 面 が 互 い に 下 方 に 向 か っ て 狭 ま よ う に 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル の

前 記 断 面 凸 状 の 段 差 部 が 前 記 第 ２ の 軸 方 向 に 伸 び る ２ 側 面 が 互 い に 下 方 に 向 か っ て 狭 ま よ

う に 形 成 さ れ 、 前 記 ブ ロ ッ ク 部 の 前 記 凹 部 が 、 前 記 断 面 凸 状 の 段 差 部 の ２ 側 面 と 対 向 す る

２ 側 面 が 下 方 に 向 か っ て 互 い に 狭 ま る よ う に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 願 の 第 ７ の 発 明 に 係 る 被 加 工 物 保 持 装 置 で は 、 前 記 本 体 部 側 に 雌 ネ ジ 部 を 有 す る 挿 通

孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 可 動 ブ ロ ッ ク の 中 央 よ り 上 の 部 分 に 取 付 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ の 調

整 手 段 及 び 前 記 第 ２ の 調 整 手 段 が 、 前 記 挿 通 孔 の 雌 ネ ジ 部 と 螺 合 し 、 先 端 が 前 記 可 動 ブ ロ

ッ ク の 取 付 孔 に 回 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 調 整 ネ ジ で 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】
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　 本 願 の 第 ８ の 発 明 に 係 る 被 加 工 物 保 持 装 置 は 、 本 体 部 と 、 該 本 体 部 の 上 面 で 第 １ の 軸 方

向 に 延 設 さ れ た 第 １ の ガ イ ド レ ー ル と 、 前 記 本 体 部 の 上 面 で 前 記 第 １ の 軸 方 向 と 直 交 す る

第 ２ の 軸 方 向 に 延 設 さ れ た 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル と 、 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル に 摺 動 自 在 に

取 り 付 け ら れ 、 前 記 第 １ の 軸 方 向 と 垂 直 の 第 １ の 挟 持 面 を 有 す る 第 １ の ブ ロ ッ ク と 、 前 記

第 ２ の ガ イ ド レ ー ル に 摺 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 第 ２ の 軸 方 向 と 垂 直 の 第 ２ の 挟 持 面

を 有 す る 第 ２ の ブ ロ ッ ク と 、 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク に 取 り 付 け ら れ 、 該 第 １ の ブ ロ ッ ク の 前

記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル 上 で の 移 動 位 置 を 調 整 す る 第 １ の 調 整 手 段 と 、 前 記 第 ２ の ブ ロ ッ ク

に 取 り 付 け ら れ 、 該 第 ２ の ブ ロ ッ ク の 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル 上 で の 移 動 位 置 を 調 整 す る

第 ２ の 調 整 手 段 と か ら な り 、 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル に は 、 前 記 第 ２ の 軸 方 向 と 垂 直 の 第

１ の 摺 動 面 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル に は 、 前 記 第 １ の 軸 方 向 と 垂 直 の 第 ２ の

摺 動 面 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル の 前 記 第 ２ の 摺 動 面 と 、 該 第 ２ の 摺 動 面 と 対

向 す る 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク の 前 記 １ の 挟 持 面 と で 被 加 工 物 を 挟 持 す る 第 １ の 挟 持 手 段 が 構

成 さ れ 、 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル の 前 記 第 １ の 摺 動 面 と 、 該 第 １ の 摺 動 面 と 対 向 す る 前 記

第 ２ の ブ ロ ッ ク の 前 記 第 ２ の 挟 持 面 と で 被 加 工 物 を 挟 持 す る 第 ２ の 挟 持 手 段 が 構 成 さ れ て

い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 願 の 第 ９ の 発 明 に 係 る 被 加 工 物 保 持 装 置 で は 、 前 記 本 体 部 が 、 ベ ー ス 部 と 、 該 ベ ー ス

部 に 固 定 さ れ 、 前 記 第 １ の 軸 方 向 に 延 び る 第 １ の 内 壁 面 と 前 記 第 ２ の 軸 方 向 に 延 び る 第 ２

の 内 壁 面 と を 有 す る 取 付 部 と を 有 し 、 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル は 前 記 第 １ の 内 壁 面 に 前 記

第 １ の 軸 方 向 に 延 び る よ う に 形 成 さ れ た 断 面 凸 状 の 段 差 部 で 構 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の ガ イ ド

レ ー ル は 前 記 第 ２ の 内 壁 面 に 前 記 第 ２ の 軸 方 向 に 延 び る よ う に 形 成 さ れ た 断 面 凸 状 の 段 差

部 で 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク に は 、 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル を 構 成 す る 前 記 断 面 凸

状 の 段 差 部 と 嵌 合 さ れ る 凹 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の ブ ロ ッ ク に は 、 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ

ー ル を 構 成 す る 前 記 断 面 凸 状 の 段 差 部 と 嵌 合 さ れ る 凹 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ の ガ イ ド レ

ー ル の 前 記 断 面 凸 状 の 段 差 部 は 、 前 記 第 １ の 軸 方 向 に 伸 び る ２ 側 面 が 互 い に 下 方 に 向 か っ

て 狭 ま よ う に 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル の 前 記 断 面 凸 状 の 段 差 部 は 、 前 記 第 ２ の

軸 方 向 に 伸 び る ２ 側 面 が 互 い に 下 方 に 向 か っ て 狭 ま よ う に 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク

の 凹 部 は 、 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル の 前 記 断 面 凸 状 の 段 差 部 の 前 記 ２ 側 面 と 嵌 合 時 に 対 向

す る ２ 側 面 が 下 方 に 向 か っ て 互 い に 狭 ま る よ う に 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の ブ ロ ッ ク の 凹 部 は

、 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル の 前 記 断 面 凸 状 の 段 差 部 の 前 記 ２ 側 面 と 嵌 合 時 に 対 向 す る ２ 側

面 が 下 方 に 向 か っ て 互 い に 狭 ま る よ う に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 本 願 の 第 １ ０ の 発 明 に 係 る 被 加 工 物 保 持 装 置 で は 、 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク が 、 前 記 第 １ の

ガ イ ド レ ー ル に 着 脱 自 在 に 、 前 記 第 ２ の ブ ロ ッ ク は 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル に 着 脱 自 在 に

取 り 付 け ら れ て い る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 本 願 の 第 １ の 発 明 に よ れ ば 、 例 え ば 、 被 加 工 物 保 持 装 置 に よ っ て 直 方 体 の 被 加 工 物 を 保

持 し て 固 定 す る 場 合 、 被 加 工 物 の 底 面 に 連 な る ４ つ の 側 面 を 第 １ の 軸 方 向 か ら 第 １ の ブ ロ

ッ ク 部 、 第 ２ の 軸 方 向 か ら 第 ２ の ブ ロ ッ ク 部 に よ っ て 挟 み 込 む こ と が で き る た め 、 被 加 工

物 の 加 工 面 （ 上 面 ） の 平 行 度 を 所 望 の 範 囲 （ 所 望 の 精 度 ） に 保 っ た ま ま 、 か つ 、 直 方 体 の

側 面 を 第 １ の 方 向 、 第 ２ の 方 向 に 対 し て 平 行 を 保 っ た ま ま 、 容 易 に 保 持 し 固 定 で き る 。

　 ま た 、 本 願 の 第 １ の 発 明 の 被 加 工 物 保 持 装 置 を 用 い れ ば 、 加 工 装 置 内 で 被 加 工 物 を 精 度

良 く 保 持 し 固 定 す る 作 業 は 、 熟 練 者 に よ ら ず と も 簡 単 に 行 う こ と が で き る た め 、 未 熟 な 作

業 者 が 作 業 し て も 、 被 加 工 物 を 加 工 装 置 内 に 所 望 の 誤 差 範 囲 内 で 短 期 間 で 配 置 で き 、 よ っ

て 精 密 部 品 の 金 型 加 工 等 の 作 業 効 率 が 高 め ら れ 、 製 品 の 製 作 に か か る 期 間 を 大 幅 に 短 縮 す

る が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 本 願 の 第 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 被 加 工 物 保 持 装 置 の 本 体 部 を ベ ー ス 部 と カ ー ト リ ッ ジ 部 と

で 構 成 し 、 被 加 工 物 を 第 １ の 軸 方 向 で 挟 み 込 む ２ つ の 挟 持 部 を ベ ー ス 部 側 に 、 第 ２ の 軸 方
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向 か ら 挟 み 込 む ２ つ の 挟 持 部 を カ ー ト リ ッ ジ 部 に 設 け て い る の で 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 を ベ ー

ス 部 側 の 凹 部 に 組 み 込 む だ け で 、 被 加 工 物 を 同 一 平 面 上 の ４ 方 向 か ら （ ４ 面 で ） 挟 み 込 む

こ と が で き る 。

　 ま た 、 ベ ー ス 部 及 び カ ー ト リ ッ ジ 部 は 、 構 造 が 単 純 で あ る こ と か ら 、 こ れ ら ベ ー ス 部 及

び カ ー ト リ ッ ジ 部 を 寸 法 誤 差 を 極 め て 小 さ く し て 高 精 度 に 製 造 す る こ と が で き る 。 よ っ て

、 こ れ ら を 組 み 合 わ せ た 被 加 工 物 保 持 装 置 は 全 体 と し て 複 雑 な 構 造 で あ り な が ら 、 寸 法 誤

差 を 極 め て 小 さ く し て 高 精 度 に 製 造 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 本 願 の 第 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ベ ー ス 部 の 第 １ の 台 座 部 及 び 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル

を 略 中 央 の 位 置 で ２ つ に 分 割 す る だ け で 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 を 本 体 部 に 取 り 付 け る た め の 凹

部 を 容 易 に 、 か つ 、 精 度 良 く 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 本 願 の 第 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 被 加 工 物 保 持 装 置 の 挟 持 部 を 構 成 す る 載 置 面 が 鏡 面 仕 上 げ

さ れ て い る の で 、 被 加 工 物 を ４ つ の ブ ロ ッ ク の 載 置 面 に 載 せ た 段 階 で は 、 被 加 工 物 は 載 置

面 上 で 円 滑 に 動 く こ と が 可 能 に な る 。 そ の 後 の ４ つ の 挟 持 面 に よ る 挟 み 込 み が 始 ま っ た と

き 、 被 加 工 物 は 載 置 面 上 を 滑 る の で 、 挟 持 面 に よ っ て 側 面 も 所 望 の 位 置 に 合 わ さ れ 、 被 加

工 物 の 平 行 度 を 保 っ た ま ま 、 か つ 、 被 加 工 物 の 側 面 も 所 望 の 位 置 で こ れ を 保 持 し 固 定 す る

こ と が で き る 。

　 特 に 被 加 工 物 が 直 方 体 で あ っ た 場 合 、 被 加 工 物 の 側 面 が 挟 持 部 の 挟 持 面 と 接 合 す る の で

、 直 方 体 の 被 加 工 物 の 側 面 が 第 １ の 軸 、 第 ２ の 軸 と 平 行 を 保 っ た 状 態 で 保 持 さ れ て 固 定 す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 本 願 の 第 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 挟 持 部 が ブ ロ ッ ク 部 に ロ ウ 付 け さ れ た 超 硬 合 金 に 刻 設 さ れ

る た め 、 挟 持 部 の 強 度 が 増 し 、 耐 久 性 に 優 れ た 被 加 工 物 保 持 装 置 が 提 供 さ れ る 。

　 本 願 の 第 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 、 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル に 沿 っ て 第 １ 、 第 ２ の ブ ロ ッ ク

部 の 可 動 ブ ロ ッ ク が 移 動 し て 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ） が 強 固 に 挟 み 込 ま れ た 場 合 で も 、 可 動

ブ ロ ッ ク が 第 １ 、 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル か ら 浮 き 上 が る こ と も な く 、 ４ つ の ブ ロ ッ ク に よ る

被 加 工 物 の 挟 み 込 み を 、 精 度 良 く 、 か つ 、 強 固 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 本 願 の 第 ７ の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 、 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル 上 で の 可 動 ブ ロ ッ ク の 移 動 位 置

を 調 整 す る 手 段 を 極 め て 簡 単 な 構 造 で 実 現 す る こ と が で き る 。 特 に 、 調 整 ネ ジ が 回 動 さ れ

た と き 、 下 方 の 凹 部 が ガ イ ド レ ー ル の 凸 部 と 嵌 合 す る 前 記 可 動 ブ ロ ッ ク は 、 調 整 ネ ジ に よ

り 該 可 動 ブ ロ ッ ク の 中 央 よ り 上 の 部 分 を 押 す こ と に な り 、 被 加 工 物 を 精 度 良 く 、 強 固 に 保

持 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 構 成 が 単 純 で あ る こ と か ら 可 動 ブ ロ ッ ク の 移 動 位 置 を 高 い 精 度 で 調 整 可 能 と な る

。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 本 願 の 第 ８ の 発 明 に よ れ ば 、 被 加 工 物 を 挟 持 す る 第 １ の 挟 持 手 段 が 、 第 ２ の ガ イ ド レ ー

ル の 第 ２ の 摺 動 面 と 、 該 第 ２ の 摺 動 面 と 対 向 す る 前 記 第 １ の ブ ロ ッ ク の 第 １ の 挟 持 面 で 構

成 さ れ 、 被 加 工 物 を 挟 持 す る 第 ２ の 挟 持 手 段 が 、 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル の 第 １ の 摺 動 面

と 、 該 第 １ の 摺 動 面 と 対 向 す る 前 記 第 ２ の ブ ロ ッ ク の 第 ２ の 挟 持 面 と で 構 成 さ れ る の で 、

被 加 工 物 保 持 装 置 の 構 造 が 簡 素 に な り 、 部 品 点 数 も 少 な く て 済 み 、 小 型 化 も 可 能 で 製 造 コ

ス ト の 低 減 も 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 構 造 が 簡 素 で あ る た め 、 耐 久 性 に 優 れ 、 故 障 等 を

回 避 で き る 。 ま た 、 構 造 が 簡 素 で あ る 分 、 被 加 工 物 を 挟 持 す る 際 の 力 を 挟 持 面 に 集 中 で き

る た め 保 持 力 を 高 め る こ と が で き 、 こ の 被 加 工 物 保 持 装 置 を 用 い た 加 工 作 業 に お い て 、 被

加 工 物 が 確 実 に 固 定 さ れ る た め 、 加 工 精 度 を 一 層 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 本 願 の 第 ９ の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 、 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル に 沿 っ て 第 １ 、 第 ２ の ブ ロ ッ ク

が 移 動 し て 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ） を 強 固 に 挟 み 込 ん だ 場 合 で も 、 第 １ 、 第 ２ の ブ ロ ッ ク が

第 １ 、 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル か ら 浮 き 上 が る こ と も な く 、 被 加 工 物 の 挟 み 込 み を 精 度 良 く 、
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か つ 、 強 固 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 本 願 の 第 １ ０ の 発 明 に よ れ ば 、 被 加 工 物 保 持 装 置 で 固 定 す る 被 加 工 物 （ ワ ー ク ） の 形 状

に 合 わ せ て 、 第 １ の ガ イ ド レ ー ル 、 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル に 取 り 付 け る ブ ロ ッ ク の 大 き さ を

適 宜 選 択 す る こ と で 、 各 種 断 面 形 状 の 被 加 工 物 （ ワ ー ク ） に 対 応 可 能 と な り 、 か つ 、 該 被

加 工 物 の 固 定 作 業 を 簡 便 に 行 う こ と が で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ ～ 図 ２ １ を 参 照 し て 説 明 す る 。

　 こ の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ は 、 例 え ば 、 マ シ ニ ン グ 装 置 に 設 置 可

能 な ５ 軸 加 工 用 バ イ ス と し て 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 １ は 、 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ の 本 体

部 １ ０ ０ Ａ は 、 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ と カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ と に よ っ て 構 成 さ れ る 。

　 こ の う ち カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ の 取 付 凹 部 ２ １

０ に 嵌 め 込 ま れ 、 固 定 ボ ル ト １ ０ １ ， １ ０ １ ， … で 固 定 さ れ る 。 こ の と き 固 定 ボ ル ト １ ０

１ ， １ ０ １ ， … は 、 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ の 貫 通 孔 ２ ０ １ ， ２ ０ １ … を 介 し て カ ー ト リ ッ ジ 部 ３

０ ０ 側 の 固 定 孔 ３ ０ １ ， ３ ０ １ … の 雌 ネ ジ （ 図 示 省 略 ） と 螺 合 す る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ の 上 面 に は 、 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 台 座 （ 第 １ の 台 座 部 ） ２ ３ ０ が

取 付 凹 部 ２ １ ０ を 挟 ん で ２ つ に 分 割 し て 設 け ら れ て い る （ ２ ３ ０ Ａ ， ２ ３ ０ Ｂ ） 。 ２ つ に

分 割 さ れ た 台 座 ２ ３ ０ Ａ ， ２ ３ ０ Ｂ の 上 面 に は 、 各 々 、 第 １ の 軸 方 向 に 延 び る ガ イ ド レ ー

ル （ 第 １ の ガ イ ド レ ー ル ） ２ ２ ０ が ２ つ に 分 割 し て 設 け ら れ て い る （ ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０

Ａ ， ２ ２ ０ Ｂ ） 。

　 一 方 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ の 台 座 （ 第 ２ の 台 座 部 ） ３ ３ ０ の 上 面 に は 、 第 １ の 軸 方 向

と 直 交 す る 第 ２ の 軸 方 向 に 延 び る ガ イ ド レ ー ル （ 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル ） ３ ２ ０ が 設 け ら れ

て い る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ の ２ つ に 分 割 さ れ た ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ （ ２ ２ ０ Ａ ， ２ ２ ０ Ｂ ） に は 、

ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ Ａ 側 に 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ が 、 ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ Ｂ 側 に 可 動 ブ ロ ッ

ク ２ ７ ０ が 、 そ れ ぞ れ 滑 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る （ 図 ３ 参 照 ） 。

　 ま た 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ の 台 座 ３ ３ ０ 上 の ガ イ ド レ ー ル ３ ２ ０ に は 、 一 対 の 可 動 ブ

ロ ッ ク ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ が 滑 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る （ 後 述 の 図 ９ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ の ガ イ ド レ ー ル ３ ２ ０ は 、 カ ー ト リ ッ

ジ 部 ３ ０ ０ が 取 付 凹 部 ２ １ ０ に 組 み 込 ま れ た 状 態 で は 、 そ の 軸 方 向 （ 第 ２ の 軸 方 向 ） が 、

ベ ー ス 部 ２ ０ ０ 側 の ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ の 軸 方 向 （ 第 １ の 軸 方 向 ） と 直 交 す る 。

　 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ 側 の 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ ， ２ ７ ０ は 、 調 整 ネ ジ ２ ６ ０ ， ２ ９ ０ を 回 動 す

る こ と に よ っ て 、 ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ Ａ ， ２ ２ ０ Ｂ 上 で の 位 置 が 調 整 可 能 と な っ て い る 。

　 ま た 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ の 可 動 ブ ロ ッ ク ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ は 、 調 整 ネ ジ ３ ６ ０ ， ３ ９

０ を 回 動 す る こ と に よ っ て 、 ガ イ ド レ ー ル ３ ２ ０ 上 で の 位 置 が 調 整 可 能 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ の 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ ， ２ ７ ０ の 互 い に 対 向 す る 面 の 上 部 に は 、 図 １ 、

図 ２ に 示 す よ う に 、 挟 持 部 ２ ４ １ ， ２ ７ １ が 設 け ら れ て い る 。

　 ま た 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ の 可 動 ブ ロ ッ ク ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ の 互 い に 対 向 す る 面 の 上 部

に は 、 挟 持 部 ３ ４ １ ， ３ ７ １ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 こ の よ う に 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ で は 本 体 部 １ ０ ０ Ａ が 、 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ と カ ー ト リ

ッ ジ 部 ３ ０ ０ と に 分 け ら れ 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ を ベ ー ス 部 ２ ０ ０ 側 の 取 付 凹 部 ２ １ ０

に 嵌 合 す る こ と で １ つ の 本 体 部 １ ０ ０ Ａ を 構 成 し て い る 。 こ れ に よ り ワ ー ク Ｗ を ４ つ の 可
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動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ ， ２ ７ ０ ， ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ で ４ 方 向 か ら （ 第 １ の 軸 方 向 か ら ２ 面 、 第 ２

の 軸 方 向 か ら ２ 面 の 合 わ せ て 、 ４ 面 で ） 挟 み 込 む 構 造 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 上 記 し た 取 付 凹 部 ２ １ ０ は 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ が こ の 取 付 凹 部 ２ １ ０ に 収 容 さ れ て

ベ ー ス 部 ２ ０ ０ に 取 り 付 け ら れ た と き 、 収 容 さ れ た カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ の 第 ２ の 台 座 部

３ ３ ０ の 上 面 と ベ ー ス 部 ２ ０ ０ の 第 １ の 台 座 部 ２ ３ ０ の 上 面 と が 同 一 平 面 と な る よ う に 形

成 さ れ て い る 。 こ の と き 、 収 容 さ れ た カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ の 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル ３ ０ ０

の 上 面 と ベ ー ス 部 ２ ０ ０ の 第 １ の ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ の 上 面 も 同 一 平 面 と な る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 な お 、 取 付 凹 部 ２ １ ０ は 、 収 容 さ れ た カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ の 第 ２ の 台 座 部 ３ ３ ０ の 上

面 と ベ ー ス 部 ２ ０ ０ の 第 １ の 台 座 部 ２ ３ ０ の 上 面 だ け が 同 一 平 面 と な る よ う に し て も よ い

し 、 収 容 さ れ た カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ の 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル ３ ２ ０ の 上 面 と ベ ー ス 部 ２ ０

０ の 第 １ の ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ の 上 面 だ け が 同 一 平 面 と な る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 こ こ で 、 図 ３ ～ 図 ８ を 用 い て ベ ー ス 部 ２ ０ ０ の 具 体 的 な 構 造 を 説 明 す る 。

　 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ で は 、 前 述 し た よ う に 、 台 座 （ 第 １ の 台 座 部 ） ２ ３ ０ が ２ つ に 分 け ら れ

（ 台 座 ２ ３ ０ Ａ ， ２ ３ ０ Ｂ ） 、 こ れ ら ２ つ に 分 け ら れ た 台 座 ２ ３ ０ Ａ ， ２ ３ ０ Ｂ の 、 各 々

に 、 ガ イ ド レ ー ル （ 第 １ の ガ イ ド レ ー ル ） ２ ２ ０ が ２ つ に 分 割 さ れ て 形 成 さ れ て い る （ ガ

イ ド レ ー ル ２ ２ ０ Ａ ， ２ ２ ０ Ｂ ） 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 こ こ で ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ Ａ ， ２ ２ ０ Ｂ は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の 軸 方 向 に

延 び る 断 面 凸 状 の 段 差 部 で 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ ， ２ ７ ０ に は 、 こ

の 断 面 凸 状 の 段 差 部 と 嵌 合 す る 凹 部 ２ ４ ３ ， ２ ７ ３ が 形 成 さ れ て い る 。

　 ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ Ａ の 段 差 部 の 断 面 形 状 及 び 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ に 形 成 さ れ た 凹 部 の

断 面 形 状 は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に な っ て い る 。 な お 、 ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ Ｂ 及 び 可 動

ブ ロ ッ ク ２ ７ ０ の 断 面 形 状 は 、 ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ Ａ 及 び 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ の 断 面 形 状

と 同 一 で あ る た め 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ Ａ の 凸 状 の 段 差 部 は 、 第 １ の 軸 方 向 に 伸 び る ２ つ の 側 面 ２ ２ ３ Ａ ，

２ ２ ３ Ａ が 下 方 （ 図 中 、 下 側 ） に 向 か っ て 互 い に 狭 ま よ う に 形 成 さ れ て い る （ 楔 形 ） 。

　 一 方 、 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ の 凹 部 ２ ４ ３ は 、 側 面 ２ ２ ３ Ａ ， ２ ２ ３ Ａ と 対 向 す る ２ つ の

内 壁 面 ２ ４ ３ Ａ ， ２ ４ ３ Ａ が 下 方 に 向 か っ て 互 い に 狭 ま る よ う に 形 成 さ れ て い る 。

　 こ の よ う に ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ Ａ の 断 面 形 状 （ 凸 状 ） を 楔 形 と す る こ と で 、 可 動 ブ ロ ッ

ク ２ ４ ０ ， ２ ７ ０ が ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ Ａ ， ２ ２ ０ Ｂ 上 を 滑 動 し 、 ワ ー ク Ｗ を 締 め 付 け る

際 に 、 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ ， ２ ７ ０ が 締 め 付 け の 力 で ガ イ ド レ ー ル か ら 浮 き 上 が る こ と が

な い の で 、 ワ ー ク Ｗ を 精 度 良 く 、 強 固 に 固 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 こ の ベ ー ス 部 ２ ０ ０ を 組 み 立 て る 際 に は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ガ イ ド レ ー ル ２ ２

０ Ａ ， ２ ２ ０ Ｂ に 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ ， ２ ７ ０ が 滑 動 自 在 に 嵌 合 さ れ 、 こ の 状 態 で 台 座 ２

３ ０ Ａ の 切 欠 部 ２ ３ ２ に 案 内 ブ ロ ッ ク ２ ５ ０ が 固 定 ボ ル ト ２ ５ ５ で 固 定 さ れ 、 台 座 ２ ３ ０

Ｂ の 切 欠 部 ２ ３ ２ に 案 内 ブ ロ ッ ク ２ ８ ０ が 固 定 ボ ル ト ２ ８ ５ で 固 定 さ れ る （ 図 ４ 、 図 ５ ）

。

　 固 定 ボ ル ト ２ ５ ５ ， ２ ８ ５ は 、 案 内 ブ ロ ッ ク ２ ５ ０ ， ２ ８ ０ の 挿 通 孔 ２ ５ ６ 、 ２ ８ ６ を

貫 通 し た 後 、 台 座 ２ ３ ０ Ａ ， ２ ３ ０ Ｂ 側 の 取 付 孔 （ 図 ５ の 取 付 孔 ２ ３ ３ ） 内 の 雌 ネ ジ ２ ３

４ に 螺 合 さ れ る 。 こ の 結 果 、 案 内 ブ ロ ッ ク ２ ５ ０ ， ２ ８ ０ は 台 座 ２ ３ ０ Ａ ， ２ ３ ０ Ｂ に 精

度 良 く 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 こ こ で 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ の 調 整 機 構 （ 調 整 手 段 ） の う ち ベ ー ス 部 ２ ０ ０ 側 に 設 け

ら れ た 調 整 ネ ジ ２ ６ ０ ， ２ ９ ０ に つ い て 、 図 ６ 、 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 被 加 工 物

保 持 装 置 １ ０ ０ の ４ つ の 調 整 機 構 は 全 て 同 じ 構 造 で あ る か ら 、 こ こ で は 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４
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０ ， ２ ７ ０ の 調 整 機 構 に つ い て 説 明 し 、 後 述 の カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ 側 の 調 整 機 構 に つ い

て の 説 明 は 省 略 す る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ ， ２ ７ ０ の 移 動 位 置 を 調 整 す る 調 整 機 構 は 調 整 ネ ジ ２ ６ ０ ， ２ ９ ０

で 構 成 さ れ て い る 。

　 こ の 調 整 ネ ジ ２ ９ ０ は 、 図 ６ 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ に 固 定 さ れ た 案 内 ブ

ロ ッ ク ２ ５ ０ ， ２ ８ ０ の 上 部 に 形 成 さ れ た 挿 通 孔 ２ ５ １ ， ２ ８ １ の 雌 ネ ジ 部 ２ ５ ２ ， ２ ８

２ と 螺 合 す る 。

　 調 整 ネ ジ ２ ６ ０ ， ２ ９ ０ の 先 端 部 に は 、 該 調 整 ネ ジ ２ ６ ０ ， ２ ９ ０ を 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４

０ ， ２ ７ ０ の 取 付 孔 （ 図 ７ に は 、 取 付 孔 ２ ７ ５ お み 図 示 ） 内 で 回 動 自 在 の ま ま 固 定 す る た

め の 括 れ 部 ２ ６ ２ ， ２ ９ ２ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 図 ７ に 示 す よ う に 、 可 動 ブ ロ ッ ク （ 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ７ ０ の み 図 示 ） に は 、 そ の 中 央 よ り

上 の 部 分 に 取 付 孔 ２ ７ ５ が 設 け ら れ 、 そ の 近 傍 に ピ ン 孔 ２ ７ ８ ， ２ ７ ８ が 設 け ら れ て い る

。 こ れ ら 取 付 孔 ２ ７ ５ と ２ つ の ピ ン 孔 ２ ７ ８ ， ２ ７ ８ は 内 部 で 連 通 し て い る 。

　 ピ ン 孔 ２ ７ ８ ， ２ ７ ８ に 固 定 ピ ン ２ ７ ７ ， ２ ７ ７ を 挿 入 す る と 、 取 付 孔 ２ ７ ５ に 挿 入 さ

れ た 調 整 ネ ジ ２ ９ ０ は 、 そ の 括 れ 部 ２ ９ ２ が 固 定 ピ ン ２ ７ ７ ， ２ ７ ７ に よ っ て 係 止 さ れ 、

調 整 ネ ジ ２ ９ ０ が 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ６ ０ か ら 脱 落 し な い よ う に な る 。

　 こ の 結 果 、 調 整 ネ ジ ２ ６ ０ ， ２ ９ ０ を 、 図 ８ 中 、 矢 印 方 向 に 回 動 さ せ る と 、 調 整 ネ ジ ２

６ ０ ， ２ ９ ０ は 、 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ に 固 定 さ れ た 案 内 ブ ロ ッ ク ２ ５ ０ ， ２ ８ ０ に 対 し て 相 対

的 に 移 動 し 、 結 果 、 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ ， ２ ７ ０ が 第 １ の 軸 方 向 に 沿 っ て ガ イ ド レ ー ル ２

２ ０ 上 を 移 動 す る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 次 に 、 図 ９ ～ 図 １ ２ を 用 い て カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。

　 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ の 台 座 （ 第 ２ の 台 座 部 ） ３ ３ ０ の 上 面 に 設 け ら れ た ガ イ ド レ ー ル

（ 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル ） ３ ２ ０ も 、 ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ （ ２ ２ ０ Ａ ， ２ ２ ０ Ｂ ） と 同 様 、

そ の 軸 方 向 に 延 び る 断 面 凸 状 の 段 差 部 で 構 成 さ れ る 。 こ の ガ イ ド レ ー ル ３ ２ ０ と 嵌 合 す る

可 動 ブ ロ ッ ク ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ 側 に は 、 凹 部 が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ガ イ ド レ ー ル ３ ２ ０ も 、 前 述 し た ベ ー ス 部 ２ ０ ０ の ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ Ａ ， ２ ２ ０ Ｂ と

同 様 、 断 面 凸 状 の 段 差 部 の ２ つ の 側 面 が 下 方 に 向 か っ て 狭 ま よ う に 形 成 さ れ て い る （ 楔 形

） 。 ま た 、 可 動 ブ ロ ッ ク ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ の 凹 部 は 、 ガ イ ド レ ー ル ３ ２ ０ の 断 面 凸 状 の 段 差

部 に 対 応 し て ２ つ の 側 面 が 下 方 に 向 か っ て 狭 め ら れ て い る 。

　 こ の よ う に ガ イ ド レ ー ル ３ ２ ０ の 断 面 形 状 （ 凸 状 ） も 楔 形 と な っ て い る の で 、 可 動 ブ ロ

ッ ク ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ が ガ イ ド レ ー ル ３ ２ ０ 上 を 滑 動 す る 際 、 ぶ れ た り 浮 き 上 が っ た り せ ず

に 精 度 良 く 移 動 す る 。 こ の 結 果 、 可 動 ブ ロ ッ ク ３ ４ ０ 、 ３ ７ ０ は 、 ワ ー ク Ｗ を 強 固 に か つ

精 度 良 く 挟 み 込 む こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 こ の カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ を 組 み 立 て る に 当 た っ て は 、 台 座 ３ ３ ０ 上 面 の ガ イ ド レ ー ル

３ ２ ０ に 可 動 ブ ロ ッ ク ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ が 嵌 合 さ れ た 状 態 で 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ の 台 座

３ ３ ０ の 両 端 に 形 成 さ れ た 切 欠 部 ３ ３ ２ ， ３ ３ ２ に 案 内 ブ ロ ッ ク ３ ５ ０ ， ３ ８ ０ が 嵌 め 込

ま れ 、 こ の 状 態 で 案 内 ブ ロ ッ ク ３ ５ ０ ， ３ ８ ０ が カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ の 台 座 部 ３ ３ ０ に

固 定 ボ ル ト ３ ５ ６ ， ３ ８ ６ に よ っ て 固 定 さ れ る （ 図 １ ０ ） 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 調 整 ネ ジ ３ ６ ０ ， ３ ９ ０ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 案 内 ブ ロ ッ ク ３ ５ ０ ， ３ ８ ０ に 形 成

さ れ た 雌 ネ ジ 部 ３ ５ ２ ， ３ ８ ２ と 螺 合 す る 。 ま た 、 調 整 ネ ジ ３ ６ ０ ， ３ ９ ０ の 先 端 部 に も

、 調 整 ネ ジ ３ ６ ０ ， ３ ９ ０ を 可 動 ブ ロ ッ ク ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ に 回 動 自 在 に 取 付 け る た め の 括

れ 部 が 形 成 さ れ 、 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ 側 と 同 様 、 固 定 ピ ン ３ ４ ７ ， ３ ４ ７ ， ３ ７ ７ ， ３ ７ ７ に

係 止 さ れ て 、 調 整 ネ ジ ３ ６ ０ ， ３ ９ ０ が 可 動 ブ ロ ッ ク ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ か ら 離 脱 し な い よ う

に な っ て い る 。
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　 こ れ に よ り 調 整 ネ ジ ３ ６ ０ ， ３ ９ ０ の 先 端 が 可 動 ブ ロ ッ ク ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ の 取 付 孔 に 挿

入 さ れ た ま ま 、 こ の 調 整 ネ ジ ３ ６ ０ ， ３ ９ ０ が 可 動 ブ ロ ッ ク ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ に 回 動 自 在 に

取 り 付 け ら れ る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ で は 、 調 整 ネ ジ ３ ６ ０ ， ３ ９ ０ を 、 図 １ ２ 中 、 矢 印 方 向 に 回 動 す

る こ と で 、 可 動 ブ ロ ッ ク ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ を 、 第 ２ の 軸 方 向 に 沿 っ て 互 い に 近 づ く よ う 移 動

さ せ る こ と が で き る 。

　 こ の と き ガ イ ド レ ー ル ３ ２ ０ の 断 面 が 楔 形 に な っ て い る た め 、 可 動 ブ ロ ッ ク ３ ４ ０ ， ３

７ ０ が ガ イ ド レ ー ル ３ ２ ０ 上 を 滑 動 す る 際 の 浮 き 上 が り 等 が 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 次 に 、 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ ， ２ ７ ０ ， ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ に 設 け ら れ た 挟 持 部 （ 挟 持 手 段 ）

２ ４ １ ， ２ ７ １ ， ３ ４ １ ， ３ ７ １ に つ い て 、 図 １ ３ を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 こ こ で は 可

動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ の 挟 持 部 ２ ４ １ に つ い て 説 明 す る が 、 他 の 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ７ ０ ， ３ ４ ０

， ３ ７ ０ に 設 け ら れ た 挟 持 部 の 構 造 も 挟 持 部 ２ ４ １ と 同 一 で あ る た め 、 そ の 説 明 は 省 略 す

る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ の 挟 持 部 ２ ４ １ は 、 ワ ー ク Ｗ （ 被 加 工 物 ） を 挟 ん で 固 定 す る た め の

も の で 、 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ７ ０ と 対 向 す る 面 の 上 部 に 形 成 さ れ た 段 差 に よ っ て 構 成 さ れ て い

る 。

　 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ は 、 調 整 ネ ジ ２ ６ ０ が 回 動 さ れ た と き に 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ７ ０ と の 間

隔 が 狭 め ら れ 、 挟 持 部 ２ ４ １ が 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ７ ０ 側 の 挟 持 部 ２ ７ １ と 協 働 し て 、 ワ ー ク

Ｗ を 第 １ の 軸 方 向 に 対 し て 垂 直 と な る ２ 面 で （ ２ 方 向 か ら ） 挟 み 込 む 。

　 な お 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ 側 で も 、 可 動 ブ ロ ッ ク ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ の 挟 持 部 ３ ４ １ ， ３

７ １ が 協 働 し て ワ ー ク Ｗ を 第 ２ の 軸 方 向 に 対 し て 垂 直 な ２ 面 で （ ２ 方 向 か ら ） 挟 み 込 ん で

固 定 す る た め 、 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ 全 体 と し て は 、 ワ ー ク Ｗ （ 直 方 体 の ワ ー ク ） を ４

方 向 か ら （ ４ 面 で ） 挟 み 込 む こ と に な る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 挟 持 部 ２ ４ １ で は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 段 差 の 垂 直 方 向 の 面 （ 側 面 ） ２ ４ ２ Ａ が 挟 持

面 、 水 平 方 向 の 面 （ 底 面 ） ２ ４ ２ Ｂ が 載 置 面 と な る 。 な お 、 挟 持 面 ２ ４ ２ Ａ は 第 １ の 軸 方

向 に 対 し て 垂 直 に 交 わ る 面 で あ る 。

　 載 置 面 ２ ４ ２ Ｂ は 、 ワ ー ク Ｗ （ 被 加 工 物 ） を 底 面 か ら 支 え る 面 で あ り 、 ワ ー ク Ｗ が 載 せ

ら れ と き 、 僅 か な 力 が か か っ て も 、 ワ ー ク Ｗ が 載 置 面 ２ ４ ２ Ｂ 上 を 滑 動 す る よ う 滑 ら か に

仕 上 げ ら れ て い る （ 鏡 面 仕 上 げ ； 例 え ば 、 ブ ロ ッ ク ゲ ー ジ Ａ 級 以 上 に 平 坦 化 ） 。 ま た 、 こ

の 載 置 面 ２ ４ ２ Ｂ は 、 他 の ３ つ の 可 動 ブ ロ ッ ク の 載 置 面 （ 図 示 省 略 ） と 高 精 度 で 同 一 平 面

と な っ て い る 。

　 載 置 面 ２ ４ ２ Ｂ の 表 面 を 滑 ら か （ 鏡 面 仕 上 げ ； ブ ロ ッ ク ゲ ー ジ Ａ 級 以 上 に 平 坦 化 ） に す

る の は 、 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ で ワ ー ク Ｗ を 強 固 に 固 定 す べ く 挟 持 部 ２ ４ １ ， ２ ７ １ 、

３ ４ １ 、 ３ ７ １ で 挟 み 込 む 際 に 、 ワ ー ク Ｗ が ４ つ の 載 置 面 上 を 自 由 に 滑 べ る こ と を 可 能 に

し て お く た め で 、 こ れ に よ り 挟 持 面 ２ ４ ２ Ａ に よ る 挟 み 込 み が 円 滑 に 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 挟 持 面 ２ ４ ２ Ａ は 、 他 の 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ７ ０ ， ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ の 挟 持 面 ２ ７ ２ Ａ ， ３ ４

２ Ａ ， ３ ７ ２ Ａ と 協 働 し て 、 ４ つ の ブ ロ ッ ク の 載 置 面 上 に 載 置 さ れ た ワ ー ク Ｗ （ 好 ま し く

は 、 直 方 体 の ワ ー ク ） を ４ 方 向 か ら （ ４ 面 で ） 挟 み 込 む も の で 、 ワ ー ク Ｗ が 、 鏡 面 仕 上 げ

（ 例 え ば 、 ブ ロ ッ ク ゲ ー ジ Ａ 級 以 上 に 平 坦 化 ） さ れ た ４ つ の 載 置 面 （ 図 １ ３ で 載 置 面 ２ ４

２ Ｂ の み 図 示 ） 上 で 滑 る よ う に な っ て い る の で 、 ワ ー ク Ｗ は 、 こ の 挟 持 面 ２ ４ ２ Ａ ， ２ ７

２ Ａ ， ３ ４ ２ Ａ ， ３ ７ ２ Ａ に 挟 み 込 ま れ て 、 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ の 所 定 の 位 置 （ 図 １

４ の Ｘ で 示 す 平 面 上 ） に 固 定 さ れ る 。

　 こ の と き ワ ー ク Ｗ （ 直 方 体 の ワ ー ク ） は 、 そ の ２ つ の 側 面 が 第 １ の 軸 方 向 、 他 の ２ つ の

側 面 が 第 ２ の 軸 方 向 と 平 行 を 保 っ た ま ま 、 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ で 保 持 さ れ た ま ま 固 定

さ れ る 。
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【 ０ ０ ６ ８ 】

　 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ で は 、 載 置 面 は 、 ワ ー ク Ｗ を 下 方 か ら 支 え る 働 き を 有 す る の で

、 載 置 面 （ 載 置 面 ２ ４ ２ Ｂ の み 図 示 ） の 奥 行 き （ 第 １ の 軸 方 向 の 幅 ） は 、 挟 持 面 ２ ４ ２ Ａ

， ２ ７ ２ Ａ ， ３ ４ ２ Ａ ， ３ ７ ２ Ａ の 高 さ （ 例 え ば 、 ２ ｍ ｍ ） よ り も 十 分 に 大 き く な っ て い

る （ 例 え ば 、 ５ ｍ ｍ ） 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 一 方 、 挟 持 面 ２ ４ ２ Ａ ， ２ ７ ２ Ａ ， ３ ４ ２ Ａ ， ３ ７ ２ Ａ は 、 ワ ー ク Ｗ の ４ つ の 側 面 を 挟

み 込 ん で 固 定 す る も の で 必 要 最 小 限 の 高 さ と な っ て い る （ 例 え ば 、 ２ ｍ ｍ ） 。

　 こ れ は 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ で は 、 ワ ー ク Ｗ の ４ つ の 側 面 （ Ｓ ２ ～ Ｓ ５ ） を ４ 方 向 か

ら （ ４ 面 で ） 挟 み 込 ん で 固 定 す る も の の 、 こ れ ら ４ 面 （ Ｓ ２ ～ Ｓ ５ ） に 対 し て も 、 マ シ ニ

ン グ 装 置 の 加 工 刃 物 （ 図 ２ ７ （ ｃ ） 参 照 ） に よ る 加 工 処 理 等 が 行 わ れ る た め で 、 こ れ に よ

り 加 工 可 能 な 面 積 が 最 大 限 に 確 保 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 次 に 、 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ に 直 方 体 の ワ ー ク Ｗ （ 表 面 が 前 処 理 に よ っ て 鏡 面 仕 上 げ

さ れ た い る 場 合 、 例 え ば 、 ブ ロ ッ ク ゲ ー ジ Ａ 級 以 上 に 平 坦 化 ） を 固 定 す る 手 順 に つ い て 、

図 １ ４ ～ 図 １ ６ を 用 い て 説 明 す る 。

　 ワ ー ク Ｗ を 載 置 す る 前 に 、 調 整 ネ ジ ２ ６ ０ ， ２ ９ ０ ， ３ ６ ０ ， ３ ９ ０ を 回 動 し て 、 可 動

ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ ， ２ ７ ０ ， ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ を 互 い に 寄 せ て お く 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ ， ２ ７ ０ ， ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ の ４ つ の 載 置 面 （ 載 置 面 ２ ４ ２ Ｂ の み 図

示 ） に ワ ー ク Ｗ （ 図 示 例 で は 、 直 方 体 の ワ ー ク Ｗ ） を 載 せ る と 、 そ の 底 面 Ｓ １ が ４ つ の 挟

持 部 の 載 置 面 で 支 え ら れ る の で 、 こ の 時 点 で 高 い 平 行 度 が 保 た れ る 。

　 こ れ は 載 置 面 が 、 設 計 上 の 加 工 面 （ 図 １ ４ 中 「 Ｘ 」 で 示 す 平 面 ） と 一 致 す る よ う に 互 い

の 平 行 度 が 所 望 の 範 囲 内 に 精 度 良 く 形 成 さ れ て い る か ら で あ る 。

　 ワ ー ク Ｗ の 下 面 Ｓ １ を 載 置 面 （ 載 置 面 ２ ４ ２ Ｂ の み 図 示 ） で 下 方 か ら 支 え た 状 態 で 、 図

１ ５ に 示 す よ う に 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ 側 の 調 整 ネ ジ ３ ６ ０ ， ３ ９ ０ を 回 動 す る と 、 可

動 ブ ロ ッ ク ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ の 挟 持 面 ３ ４ ２ Ａ ， ３ ７ ２ Ａ が 第 ２ の 軸 方 向 に 沿 っ て ２ 方 向 か

ら （ ２ 面 で ） ワ ー ク Ｗ を 挟 み 込 む 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 次 い で 、 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ 側 の 調 整 ネ ジ ２ ６ ０ ， ２ ９ ０ を 図 １ ６ 中 矢 印 で 示 す 方 向 に 回 動

す る と 、 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ ， ２ ７ ０ の 挟 持 面 ２ ４ ２ Ａ ， ２ ７ ２ Ａ が 第 １ の 軸 方 向 に 沿 っ

て ２ 方 向 か ら （ ２ 面 で ） ワ ー ク Ｗ を 挟 み 込 む 。

　 こ れ ら 調 整 ネ ジ ２ ６ ０ ， ２ ９ ０ ， ３ ６ ０ ， ３ ９ ０ の 回 動 操 作 を 交 互 に 繰 り 返 し て 、 最 終

的 に 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ で ワ ー ク Ｗ を 、 平 行 度 を 保 っ た ま ま 強 固 に 固 定 す る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 ワ ー ク Ｗ を 固 定 す る 際 に 、 ４ 本 の 調 整 ネ ジ ２ ６ ０ ， ２ ９ ０ ， ３ ６ ０ ， ３ ９ ０ を 、 少 し ず

つ 順 次 回 動 す る と 、 直 方 体 の ワ ー ク Ｗ は 、 ４ つ の 側 面 （ 図 １ ４ の Ｓ ２ ～ Ｓ ５ ） の う ち ２ つ

の 側 面 （ Ｓ ２ 、 Ｓ ３ ） が 第 １ の 軸 方 向 と 平 行 と な る よ う に 、 他 の ２ つ の 側 面 （ Ｓ ４ 、 Ｓ ５

） が 第 ２ の 軸 方 向 と 平 行 と な る よ う に ４ つ の 挟 持 部 ２ ４ １ 、 ２ ７ １ 、 ３ ４ １ ， ３ ７ １ の ４

つ の 載 置 面 の 上 で 滑 動 し 、 側 面 の 位 置 が 調 整 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 調 整 ネ ジ ２ ６ ０ ， ２ ９ ０ ， ３ ６ ０ ， ３ ９ ０ の 回 動 に よ っ て ワ ー ク Ｗ の ４ つ の 側 面 の ず れ

が 徐 々 に 調 整 さ れ （ 図 中 矢 印 で 示 す ） 、 締 め 付 け が 完 了 し た と き に は 、 ワ ー ク Ｗ の ２ つ の

側 面 （ Ｓ ２ 、 Ｓ ３ ） が 第 １ の 軸 方 向 と 平 行 、 他 の ２ つ の 側 面 （ Ｓ ４ 、 Ｓ ５ ） が 第 ２ の 軸 方

向 と 平 行 と な る （ 図 １ ７ （ ｂ ） ） 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 こ の よ う に 調 整 ネ ジ ２ ６ ０ ， ２ ９ ０ ， ３ ６ ０ ， ３ ９ ０ を 、 少 し ず つ 順 次 回 動 す る こ と で

、 ワ ー ク Ｗ は 、 挟 持 面 ２ ４ ２ Ａ ， ２ ７ ２ Ａ ， ３ ４ ２ Ａ ， ３ ７ ２ Ａ に よ っ て ４ 方 向 か ら （ ４

面 で ） 、 徐 々 に 締 め 上 げ ら れ 、 最 終 的 に は 、 ワ ー ク Ｗ は そ の 底 面 （ Ｓ １ ） が ４ つ の 載 置 面

に よ っ て 平 行 度 を 保 っ た ま ま 、 そ の 側 面 Ｓ ２ ～ Ｓ ５ が 挟 持 面 ２ ４ ２ Ａ ， ２ ７ ２ Ａ ， ３ ４ ２
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Ａ ， ３ ７ ２ Ａ の 形 状 に 合 わ せ て 挟 み 込 ま れ る 。 こ の と き ワ ー ク Ｗ の 上 面 （ Ｓ ６ ） は 、 被 加

工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ の 設 計 上 の 平 面 （ 図 １ ４ の 「 Ｘ 」 ） と 所 望 の 平 行 度 を 保 っ た ま ま で 、

か つ 、 そ の ２ つ の 側 面 （ Ｓ ２ 、 Ｓ ３ ） が 第 １ の 軸 方 向 、 他 の ２ つ の 側 面 （ Ｓ ４ 、 Ｓ ５ ） が

第 ２ の 軸 方 向 と 平 行 を 保 っ た ま ま 、 精 度 良 く 固 定 さ れ る こ と に な る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 こ の 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ で は 、 挟 持 面 ２ ４ ２ Ａ ， ２ ７ ２ Ａ ， ３ ４ ２ Ａ ， ３ ７ ２ Ａ に

よ っ て ４ 方 向 か ら （ ４ 面 で ） 固 定 さ れ る た め 掴 み 代 を 小 さ く し て も （ ２ ｍ ｍ 程 度 ） ワ ー ク

Ｗ を 強 固 に 挟 み 込 ん で 固 定 す る こ と が で き る 。

　 掴 み 代 を 小 さ く す る こ と で 、 ワ ー ク Ｗ の 側 面 （ 図 １ ４ の Ｓ ２ ～ Ｓ ５ ） で の 加 工 可 能 な 面

積 を 広 く 確 保 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 な お 、 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ ， ２ ７ ０ ， ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ に 設 け ら れ た 挟 持 部 は 、 そ の 耐 久

性 を 高 め る た め 、 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ ， ２ ７ ０ ， ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ 自 体 の 素 材 （ 特 殊 鋼 ） よ

り も 硬 い 素 材 （ 例 え ば 、 超 硬 合 金 ） と す る こ と が で き る 。

　 図 １ ８ に は 、 超 硬 合 金 ８ ０ ５ を 可 動 ブ ロ ッ ク ８ ４ ０ に 組 み 込 ん で 、 こ れ に 挟 持 部 を 形 成

す る 例 を 示 す 。

　 こ の 可 動 ブ ロ ッ ク ８ ４ ０ で は 、 他 方 の 可 動 ブ ロ ッ ク と 対 向 す る 位 置 に 予 め 取 付 用 凹 部 ８

４ ５ を 形 成 し 、 こ の 取 付 用 凹 部 ８ ４ ５ に 超 硬 合 金 ８ ０ ５ が ロ ウ 付 け さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 取 付 用 凹 部 ８ ４ ５ は 、 高 さ が 可 動 ブ ロ ッ ク ８ ４ ０ の 半 分 程 度 で 、 底 面 側 の 奥 行 き が 可 動

ブ ロ ッ ク ８ ４ ０ の 奥 行 き （ Ｌ ） の 半 分 程 度 （ Ｌ ／ ２ ） 、 上 面 側 の 奥 行 き が ４ 分 の １ 程 度 （

Ｌ ／ ４ ） と な っ て い る 。 こ れ に よ り 超 硬 合 金 ８ ０ ５ が 可 動 ブ ロ ッ ク ８ ４ ０ か ら 脱 落 し 難 い

形 状 と な る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 可 動 ブ ロ ッ ク ８ ４ ０ に ロ ウ 付 け さ れ た 超 硬 合 金 ８ ０ ５ に は 、 上 部 の 角 に 高 さ ２ ｍ ｍ 、 奥

行 き ５ ｍ ｍ の 段 差 が 刻 設 さ れ る 。

　 こ の 段 差 に よ り 高 さ が ２ ｍ ｍ の 挟 持 面 ５ ４ ２ Ａ と 、 幅 （ 奥 行 き ） が ５ ｍ ｍ の 載 置 面 ８ ４

２ Ｂ が 形 成 さ れ る 。

　 超 硬 合 金 ８ ０ ５ 部 分 に 段 差 を 刻 設 す る に 当 た っ て は 、 少 な く と も 載 置 面 ８ ４ ２ Ｂ は 、 こ

れ に 載 置 さ れ る ワ ー ク Ｗ が 滑 る よ う に 鏡 面 仕 上 げ さ れ る （ ブ ロ ッ ク ゲ ー ジ Ａ 級 以 上 に 平 坦

化 ） 。

　 こ の よ う に 可 動 ブ ロ ッ ク ８ ４ ０ に ロ ウ 付 け さ れ た 超 硬 合 金 ８ ０ ５ に 段 差 を 刻 設 し て 挟 持

部 と す る こ と で 、 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ の 挟 持 部 の 耐 久 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 図 １ ９ は 、 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ を 構 成 す る ベ ー ス 部 ２ ０ ０ を 単 体 で 用 い て 、 ２ 方 向

か ら の （ ２ 面 で の ） 挟 み 込 み で ワ ー ク Ｗ ＇ を 保 持 す る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

　 ま た 、 図 ２ ０ は 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ を 単 体 で 用 い て 、 ２ 方 向 か ら の （ ２ 面 で の ） 挟

み 込 み で ワ ー ク Ｗ を 保 持 す る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ で は 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ を ベ ー ス 部 ２ ０ ０ の 取 付 凹 部 ２ １

０ に 組 み 込 ん で 固 定 ボ ル ト １ ０ １ で 強 固 に 、 且 つ 、 精 密 に 固 定 し て 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０

０ と し て い る が 、 そ の 着 脱 が 簡 単 で あ る た め 、 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ と カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ を

分 離 し て 、 図 １ ９ 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 各 々 、 単 体 で 使 用 す る こ と が 可 能 と な る 。

　 特 に 、 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ を 単 体 で 使 用 す る 場 合 、 台 座 ２ ３ ０ Ａ ， ２ ３ ０ Ｂ の 間 に 凹 部 （ 取

付 凹 部 ２ １ ０ ） が 設 け ら れ て い る た め 、 ワ ー ク Ｗ ＇ の よ う に 底 面 に 凸 部 が あ っ て も 該 凸 部

を こ の 凹 部 内 に 納 め た ま ま 保 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 な お 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 で は 、 挟 持 部 ２ ４ １ ， ２ ７ １ ， ３ ４ １ ， ３ ７ １ の 載 置 面 （ 載

置 面 ２ ４ ２ Ｂ の み 図 示 ） を 鏡 面 仕 上 げ す る 例 を 示 し た が 、 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ の ベ ー

ス 部 ２ ０ ０ の 表 面 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ の 表 面 、 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ ， ２ ７ ０ ， ３ ４ ０
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， ３ ７ ０ の 表 面 、 案 内 ブ ロ ッ ク ２ ５ ０ ， ２ ８ ０ の 表 面 等 を 全 て 鏡 面 仕 上 げ す る こ と で 、 被

加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ 自 体 の 寸 法 精 度 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 こ の よ う な 高 精 度 の 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ を 用 い れ ば 、 直 方 体 の ワ ー ク Ｗ を 保 持 す る

際 の 精 度 を 更 に 高 め る こ と が で き る 。

　 特 に 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ を ベ ー ス 部 ２ ０ ０ の 取 付 凹 部 ２ １ ０ に 収 容 す る 際 の 精 度 を

上 げ る こ と が で き る た め 、 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ の ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ と カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０

の ガ イ ド レ ー ル ３ ２ ０ を 高 精 度 に 直 交 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ の 各 部 品 の 表 面 を も 鏡 面 仕 上 げ し た 場 合 、 こ の 被 加 工 物 保 持 装

置 １ ０ ０ に 、 前 処 理 （ 表 面 加 工 ） さ れ た ワ ー ク Ｗ を 保 持 す る 際 の 精 度 誤 差 （ 設 計 上 の 加 工

面 と 保 持 さ れ て い る ワ ー ク Ｗ の 加 工 面 と の 平 行 度 の 誤 差 ） を 、 ± ５ ミ ク ロ ン 以 下 に す る こ

と が で き る 。

　 こ の 誤 差 範 囲 内 で ワ ー ク Ｗ を 保 持 し 、 例 え ば マ シ ニ ン グ 装 置 に よ る 金 型 加 工 等 を 行 っ た

場 合 に は 、 最 終 加 工 品 の 部 品 精 度 は 、 ± ２ ミ ク ロ ン 以 下 に 抑 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 な お 、 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ で は 、 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ に 各 々 設

け ら れ る ブ ロ ッ ク 部 の 一 対 の ブ ロ ッ ク を 共 に 可 動 ブ ロ ッ ク と し て い る が 、 図 ２ １ の 被 加 工

物 保 持 装 置 ４ ０ ０ の よ う に 、 ベ ー ス 部 の ２ つ の ブ ロ ッ ク ４ １ ０ ， ４ ２ ０ の う ち ブ ロ ッ ク ４

１ ０ の み 可 動 ブ ロ ッ ク と し て も よ い 。 ま た 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 ４ ０ ０ Ｂ の ２ つ の ブ ロ ッ ク ４

３ ０ ， ４ ４ ０ の う ち ブ ロ ッ ク ４ ３ ０ の み 可 動 ブ ロ ッ ク と し て も よ い 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 被 加 工 物 保 持 装 置 ５ ０ ０ に つ い て 、 図 ２ ２ か ら

図 ２ ６ を 用 い て 説 明 す る 。

　 こ の 被 加 工 物 保 持 装 置 ５ ０ ０ で は 、 本 体 部 ５ ０ ０ Ａ を 構 成 す る Ｌ 字 型 の 取 付 部 ７ ０ ０ の

内 壁 面 ７ ０ ０ Ａ に 第 １ の 軸 方 向 に 延 設 さ れ た 第 １ の ガ イ ド レ ー ル が 断 面 凸 状 に 形 成 さ れ 、

そ の 上 面 と な る 摺 動 面 Ｓ Ａ が 、 前 記 本 体 部 を 構 成 す る ベ ー ス 部 ６ ０ ０ の 上 面 と 垂 直 に 形 成

さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 Ｌ 字 型 取 付 部 ７ ０ ０ の 内 壁 面 ７ ０ ０ Ｂ に 前 記 第 １ の 軸 方 向 と 直 交

す る 第 ２ の 軸 方 向 に 延 設 さ れ た 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル が 断 面 凸 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 摺 動 面 Ｓ

Ｂ が 、 前 記 ベ ー ス 部 ６ ０ ０ の 上 面 と 垂 直 に 形 成 さ れ て い る 点 が 、 前 述 し た 第 １ の 実 施 の 形

態 の 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ と 異 な る 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 な お 、 第 １ の ブ ロ ッ ク は 、 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル に 容 易 に 着 脱 で き る よ う に 構 成 さ れ

、 更 に 、 前 記 第 ２ の ブ ロ ッ ク も 、 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル に 容 易 に 着 脱 で き る よ う に 構 成

さ れ て い る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 以 下 、 被 加 工 物 保 持 装 置 ５ ０ ０ に つ い て 、 前 述 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 被 加 工 物 保 持 装 置

１ ０ ０ と 異 な る 点 を 中 心 に 説 明 す る 。 こ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 被 加 工 物 保 持 装 置 ５ ０ ０ も

、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ と 同 様 、 マ シ ニ ン グ 装 置 等 に 設 置 可 能 な ５

軸 加 工 用 バ イ ス と し て 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 図 ２ ２ ， 図 ２ ３ は 被 加 工 物 保 持 装 置 ５ ０ ０ の 構 成 を 説 明 す る た め の 斜 視 図 で あ る 。

　 ベ ー ス 部 ６ ０ ０ に は 、 Ｌ 字 型 取 付 部 ７ ０ ０ が 取 付 ネ ジ ５ ０ １ に よ っ て 取 り 付 け ら れ 、 こ

れ ら ベ ー ス 部 ６ ０ ０ と Ｌ 字 型 取 付 部 ７ ０ ０ と に よ っ て 、 本 体 部 ５ ０ ０ Ａ が 構 成 さ れ て い る

。

　 Ｌ 字 型 取 付 部 ７ ０ ０ の 、 互 い に 直 交 す る 内 壁 部 （ 互 い の 面 が 垂 直 ） ７ ０ ０ Ａ 、 ７ ０ ０ Ｂ

に は 、 ガ イ ド レ ー ル ５ ２ ０ Ａ ， ５ ２ ０ Ｂ が 、 第 １ の 軸 方 向 、 第 ２ の 軸 方 向 に そ れ ぞ れ 延 び

る 断 面 凸 状 の 段 差 部 で 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 可 動 ブ ロ ッ ク ５ ４ ０ ， ５ ７ ０ に は 、 こ の 断

面 凸 状 の 段 差 部 と 嵌 合 す る 凹 部 が 形 成 さ れ て い る （ 図 ３ （ ａ ） 参 照 ） 。

【 ０ ０ ９ ０ 】
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　 ガ イ ド レ ー ル ５ ２ ０ Ａ 、 ５ ２ ０ Ｂ の そ れ ぞ れ の 段 差 部 の 断 面 形 状 、 及 び 、 可 動 ブ ロ ッ ク

５ ４ ０ 、 ５ ７ ０ に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 凹 部 の 断 面 形 状 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る

（ 図 ３ （ ｂ ） 参 照 ） 。

　 被 加 工 物 保 持 装 置 ５ ０ ０ で も 、 ガ イ ド レ ー ル ５ ２ ０ Ａ の 断 面 形 状 （ 凸 状 ） を 楔 形 と す る

こ と で 、 可 動 ブ ロ ッ ク ５ ４ ０ ， ５ ７ ０ が ガ イ ド レ ー ル ５ ２ ０ Ａ ， ５ ２ ０ Ｂ 上 を 滑 動 し 、 被

加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ １ ～ ３ ） を 強 固 に 締 め 付 け た 場 合 で あ っ て も 、 可 動 ブ ロ ッ ク ５ ４ ０ ， ５

７ ０ が ガ イ ド レ ー ル か ら 浮 き 上 が る こ と が な く 、 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ １ ～ Ｗ ３ ） を 精 度 良

く 、 強 固 に 固 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 Ｌ 字 型 取 付 部 ７ ０ ０ の ガ イ ド レ ー ル ５ ２ ０ Ａ ， ５ ２ ０ Ｂ に は 、 可 動 ブ ロ ッ ク ５ ４ ０ ， ５

７ ０ が 滑 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 Ｌ 字 型 取 付 部 ７ ０ ０ の 端 部 に 形 成 さ れ た ２ つ の 切 欠 部 に

、 案 内 ブ ロ ッ ク ５ ５ ０ 、 ５ ８ ０ が 固 定 ボ ル ト ５ ５ ５ ， ５ ８ ５ で 固 定 さ れ る （ 図 ２ ３ ） 。

　 被 加 工 物 保 持 装 置 ５ ０ ０ の 調 整 ネ ジ （ 第 １ の 調 整 手 段 ） ５ ６ ０ ， 調 整 ネ ジ （ 第 ２ の 調 整

手 段 ） ５ ９ ０ は 、 可 動 ブ ロ ッ ク ５ ４ ０ ， ５ ７ ０ の 移 動 位 置 を 調 整 す る た め の も の で あ る 。

　 な お 、 こ れ ら 調 整 手 段 の 構 成 及 び 作 用 は 、 前 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 の 調 整 機 構 と 同 様

に 構 成 さ れ て い る た め 、 そ の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 調 整 ネ ジ ５ ６ ０ ， ５ ９ ０ を 回 動 さ せ る と （ 例 え ば 、 図 ２ ４ の 矢 印 方 向 ） 、 可 動 ブ ロ ッ ク

５ ４ ０ ， ５ ７ ０ は 、 そ れ ぞ れ 第 １ の 軸 方 向 、 第 ２ の 軸 方 向 に 沿 っ て ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ Ａ

、 ２ ２ ０ Ｂ の 摺 動 面 Ｓ Ａ 、 Ｓ Ｂ 上 を そ れ ぞ れ 移 動 す る 。

　 な お 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ） を 挟 持 す る 手 段 が 、 第 １ 、 第 ２ の

ガ イ ド レ ー ル の 第 １ 、 第 ２ の 摺 動 面 Ｓ Ａ 、 Ｓ Ｂ と 、 ２ つ の 可 動 ブ ロ ッ ク ５ ４ ０ ， ２ ７ ０ の

挟 持 面 ５ ４ ０ Ａ 、 ５ ７ ０ Ａ と で 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 す な わ ち 、 前 記 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル ５ ２ ０ Ｂ の 摺 動 面 （ 第 ２ の 摺 動 面 ） Ｓ Ｂ と 、 該 摺 動

面 Ｓ Ｂ と 対 向 す る 前 記 可 動 ブ ロ ッ ク ５ ４ ０ の 挟 持 面 （ 第 １ の 挟 持 面 ） ５ ４ ０ Ａ と で 被 加 工

物 を 挟 持 す る の 第 １ の 挟 持 手 段 が 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ の ガ イ ド レ ー ル ５ ２ ０ Ａ の 摺 動 面 （

第 １ の 摺 動 面 ） Ｓ Ａ と 、 該 摺 動 面 Ｓ Ａ と 対 向 す る 前 記 可 動 ブ ロ ッ ク ５ ７ ０ の 挟 持 面 （ 第 ２

の 挟 持 面 ） ５ ７ ０ Ａ と で 被 加 工 物 を 挟 持 す る 第 ２ の 挟 持 手 段 が 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 こ の 被 加 工 物 保 持 装 置 ５ ０ ０ で も 、 各 部 品 の 表 面 が 高 精 度 に 平 坦 化 さ れ る （ 例 え ば 、 ブ

ロ ッ ク ゲ ー ジ Ａ 級 以 上 に 平 坦 化 ） 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 次 に 、 被 加 工 物 保 持 装 置 ５ ０ ０ で 、 形 状 の 異 な る 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ １ ～ Ｗ ３ ） を 固 定

す る 手 法 に つ い て 、 図 ２ ４ ～ 図 ２ ６ を 用 い て 説 明 す る 。

　 図 ２ ４ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 断 面 が 略 正 方 形 の 直 方 体 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ １ ） を 保 持 す る

手 順 を 示 す 。

　 ワ ー ク Ｗ １ を ベ ー ス 部 ６ ０ ０ の 上 面 に 載 せ 、 Ｌ 字 型 取 付 部 ７ ０ ０ の 摺 動 面 （ Ｓ Ａ 、 Ｓ Ｂ

） に 当 接 さ せ る （ 図 ２ ４ （ ｂ ） ） 。

　 こ の 状 態 で 調 整 ネ ジ ５ ６ ０ ， ５ ９ ０ を 回 動 す る と 、 可 動 ブ ロ ッ ク ５ ４ ０ ， ５ ７ ０ の 挟 持

面 ５ ４ ０ Ａ ， ５ ７ ０ Ａ が 摺 動 面 Ｓ Ｂ 、 Ｓ Ａ 側 に 移 動 す る 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 調 整 ネ ジ ５ ６ ０ ， ５ ９ ０ を 回 動 操 作 し 続 け る と 、 や が て ワ ー ク Ｗ １ は 、 ４ つ の 面 （ 挟 持

面 ５ ４ ０ Ａ 、 ５ ７ ０ Ａ 、 摺 動 面 Ｓ Ａ 、 Ｓ Ｂ で 平 行 度 を 保 っ た ま ま 強 固 に 固 定 さ れ る 。

　 こ の と き ワ ー ク Ｗ １ は 、 挟 持 面 ５ ４ ０ Ａ 、 ５ ７ ０ Ａ 、 摺 動 面 Ｓ Ａ 、 Ｓ Ｂ に よ っ て ４ 方 向

か ら （ ４ 面 で ） 締 め 付 け ら れ る 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 な お 、 高 精 細 加 工 分 野 で は 、 通 常 、 被 加 工 物 も 加 工 の 前 段 階 で 表 面 が 高 精 度 に 平 坦 化 さ

れ る 。 一 方 、 被 加 工 物 保 持 装 置 ５ ０ ０ で は 、 少 な く と も 挟 持 面 ５ ４ ０ Ａ 、 ５ ７ ０ Ａ 、 摺 動

面 Ｓ Ａ 、 Ｓ Ｂ が 高 精 度 に 平 坦 化 （ 少 な く と も 、 ブ ロ ッ ク ゲ ー ジ Ａ 級 以 上 に 平 坦 化 ） さ れ て
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い る た め 、 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ） の 被 挟 持 面 が 高 精 度 に 平 坦 化 さ れ て い れ ば い る ほ ど 、 リ

ン キ ン グ （ 密 着 ） の 作 用 に よ り 、 僅 か な 挟 持 力 （ 調 整 ネ ジ に よ る 締 め 付 け 力 ） で あ っ て も

、 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ） を 強 固 に 保 持 す る こ と が で き る 。

　 こ の と き 締 め 付 け 力 自 体 を 小 さ く す る こ と が で き れ ば 、 被 加 工 物 を 被 加 工 物 保 持 装 置 ５

０ ０ か ら 開 放 す る 際 、 僅 か な 力 で 調 整 ネ ジ を 緩 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 図 ２ ５ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 被 加 工 物 保 持 装 置 ５ ０ ０ で 、 円 柱 状 の 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ２

） を 保 持 す る 手 順 を 示 す 図 で あ る 。

　 被 加 工 物 保 持 装 置 ５ ０ ０ で 円 柱 状 の 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ２ ） を 保 持 す る 場 合 で も 、 ワ ー

ク Ｗ ２ を 先 ず ベ ー ス 部 ６ ０ ０ の 上 面 に 載 せ 、 Ｌ 字 型 取 付 部 ７ ０ ０ の 摺 動 面 （ Ｓ Ａ 、 Ｓ Ｂ ）

に 当 接 さ せ る （ 図 ２ ５ （ ｂ ） ） 。

　 こ の 状 態 で 調 整 ネ ジ ５ ６ ０ ， ５ ９ ０ を 回 動 す る と 、 可 動 ブ ロ ッ ク ５ ４ ０ ， ５ ７ ０ の 挟 持

面 ５ ４ ０ Ａ ， ５ ７ ０ Ａ が 、 被 加 工 物 （ ワ ー ク Ｗ ２ ） を 摺 動 面 Ｓ Ａ 、 Ｓ Ｂ 側 に 押 し 当 て 、 更

に 調 整 ネ ジ ５ ６ ０ ， ５ ９ ０ を 回 動 操 作 し て い く こ と で 、 断 面 が 円 状 の ワ ー ク Ｗ ２ で も 、 ４

つ の 面 （ 挟 持 面 ５ ４ ０ Ａ 、 ５ ７ ０ Ａ 、 摺 動 面 Ｓ Ａ 、 Ｓ Ｂ ） で 強 固 に 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 図 ２ ６ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 断 面 が 長 方 形 の 両 辺 が 極 端 に 異 な る 直 方 体 の 被 加 工 物 （ ワ ー

ク Ｗ ３ ） を 保 持 す る 手 順 を 示 す 。

　 断 面 の 長 方 形 の ２ つ の 辺 の 長 さ が 極 端 に 異 な る 場 合 に は 、 同 じ 形 状 の 可 動 ブ ロ ッ ク を 用

い る と 、 ４ つ の 面 （ 挟 持 面 ５ ４ ０ Ａ 、 ５ ７ ０ Ａ 、 摺 動 面 Ｓ Ａ 、 Ｓ Ｂ ） で 挟 み 込 む こ と が で

き な い 場 合 が あ る 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 こ こ で 被 加 工 物 保 持 装 置 ５ ０ ０ で は 、 可 動 ブ ロ ッ ク ５ ４ ０ ， ５ ７ ０ が 、 Ｌ 字 型 取 付 部 ７

０ ０ の 第 １ 、 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル ５ ２ ０ Ａ 、 ５ ２ ０ Ｂ か ら 着 脱 自 在 で あ る た め 、 被 加 工 物

の 形 状 に 応 じ た 可 動 ブ ロ ッ ク に 変 更 す る こ と で （ 図 ２ ６ で は 、 可 動 ブ ロ ッ ク ５ ４ １ ） 、 そ

の 固 定 作 業 が 確 実 、 か つ 、 容 易 と な る （ 可 動 ブ ロ ッ ク の 大 き さ を 、 ワ ー ク Ｗ ３ の 形 状 に 応

じ て 選 択 す る こ と で 、 調 整 ネ ジ に よ る 調 整 幅 を 小 さ く で き 、 調 整 が 容 易 に な る ） 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 調 整 ネ ジ ５ ６ ０ ， ５ ９ ０ を 回 動 す る

こ と で 、 被 加 工 物 （ ワ ー ク ） は 、 挟 持 面 ５ ４ ０ Ａ 、 ５ ７ ０ Ａ 、 摺 動 面 Ｓ Ａ 、 Ｓ Ｂ に よ っ て

４ 方 向 か ら （ ４ 面 で ） 締 め 付 け ら れ 、 特 に 、 被 加 工 物 が 直 方 体 の 場 合 、 そ の ４ つ の 側 面 が

、 挟 持 面 ５ ４ ０ Ａ 、 ５ ７ ０ Ａ 、 摺 動 面 Ｓ Ａ 、 Ｓ Ｂ の ４ つ の 面 で 押 し 当 て ら れ 、 強 固 に 固 定

さ れ る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 な お 、 上 記 し た 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 被 加 工 物 保 持 装 置 を マ シ ニ ン グ 装 置 に

設 置 す る 例 に つ い て 説 明 し た が 、 被 加 工 物 保 持 装 置 を 利 用 す る 装 置 は こ れ に 限 る こ と な く

、 他 の 工 作 機 器 、 加 工 装 置 （ 例 え ば 、 自 動 工 具 交 換 装 置 （ Ａ Ｔ Ｃ ） 、 Ｎ Ｃ 工 作 機 械 、 ワ イ

ヤ カ ッ ト 放 電 加 工 機 等 ） に 用 い る こ と が で き る の は 勿 論 で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ １ ０ ３ 】

【 図 １ 】 本 願 の 実 施 の 形 態 に 係 る 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ の 全 体 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る

。

【 図 ２ 】 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ に カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ を 取 り 付 け て 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ を

組 み 立 て る 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ の 台 座 ２ ３ ０ の 第 １ の ガ イ ド レ ー ル ２ ２ ０ に 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０

， ２ ７ ０ を 取 り 付 け る 手 順 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ ， ２ ７ ０ を 取 り 付 け ら れ た 状 態 で ベ ー ス 部 ２ ０ ０ に 案 内 ブ ロ

ッ ク ２ ５ ０ ， ２ ８ ０ を 固 定 す る 手 順 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 案 内 ブ ロ ッ ク ２ ５ ０ を 台 座 ２ ３ ０ に 固 定 す る 手 順 を 示 す 要 部 拡 大 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 台 座 ２ ３ ０ に 案 内 ブ ロ ッ ク ２ ５ ０ ， ２ ８ ０ を 組 み 付 け た 後 、 調 整 ネ ジ ２ ６ ０ ， ２
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９ ０ を 取 り 付 け る 手 順 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 調 整 ネ ジ ２ ９ ０ の 先 端 部 の 括 れ 部 ２ ９ ２ を 用 い て 可 動 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ ， ２ ７ ０ に

固 定 し た 状 態 を 示 す 要 部 拡 大 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 組 立 後 の ベ ー ス 部 ２ ０ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ の 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル ３ ２ ０ に 可 動 ブ ロ ッ ク ３ ４ ０ ， ３ ７

０ を 取 り 付 け る 手 順 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 可 動 ブ ロ ッ ク ３ ４ ０ ， ３ ７ ０ を 取 り 付 け た 状 態 で 案 内 ブ ロ ッ ク ３ ５ ０ ， ３ ８ ０

を カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ に 固 定 す る 手 順 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 案 内 ブ ロ ッ ク ３ ５ ０ ， ３ ８ ０ を 組 み 付 け た 後 、 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ に 調 整 ネ

ジ ３ ６ ０ ， ３ ９ ０ を 取 り 付 け る 手 順 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 組 立 後 の カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ の 挟 持 部 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 被 加 工 物 保 持 装 置 １ ０ ０ に ワ ー ク Ｗ を 載 置 す る 手 順 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 ワ ー ク Ｗ を カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ の 挟 持 部 で 挟 み 込 む 動 作 を 示 す 説 明 図 で あ る

。

【 図 １ ６ 】 ワ ー ク Ｗ を ベ ー ス 部 ２ ０ ０ の 挟 持 部 で 挟 み 込 む 動 作 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ７ 】 調 整 ネ ジ ２ ６ ０ ， ２ ９ ０ ， ３ ６ ０ ， ３ ９ ０ に よ り ワ ー ク Ｗ を 挟 み 込 む 手 順 を 示

す 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ８ 】 可 動 ブ ロ ッ ク に ロ ウ 付 け さ れ た 超 硬 合 金 に 挟 持 部 を 刻 設 す る 例 を 示 す 斜 視 図 で

あ る 。

【 図 １ ９ 】 ベ ー ス 部 ２ ０ ０ を 単 体 で 被 加 工 物 保 持 装 置 と し て 用 い る 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る

。

【 図 ２ ０ 】 カ ー ト リ ッ ジ 部 ３ ０ ０ を 単 体 で 被 加 工 物 保 持 装 置 と し て 用 い る 例 を 示 す 斜 視 図

で あ る 。 等

【 図 ２ １ 】 可 動 ブ ロ ッ ク と 固 定 ブ ロ ッ ク と を 備 え た 被 加 工 物 保 持 装 置 ４ ０ ０ を 示 す 斜 視 図

で あ る 。

【 図 ２ ２ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 被 加 工 物 保 持 装 置 ５ ０ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ ３ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 被 加 工 物 保 持 装 置 ５ ０ ０ の 構 成 を 示 す た め の 分 解 斜 視

図 で あ る 。

【 図 ２ ４ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 被 加 工 物 保 持 装 置 ５ ０ ０ で 細 長 の 直 方 体 ワ ー ク Ｓ １ を

固 定 す る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ ５ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 被 加 工 物 保 持 装 置 ５ ０ ０ で 細 長 の 円 柱 状 ワ ー ク Ｓ ２ を

固 定 す る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ ６ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 被 加 工 物 保 持 装 置 ５ ０ ０ で 断 面 が 長 方 形 の 直 方 体 ワ ー

ク Ｓ ３ を 固 定 す る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ ７ 】 従 来 の ５ 軸 加 工 用 バ イ ス （ 被 加 工 物 保 持 装 置 ） １ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ ８ 】 従 来 の 加 工 用 バ イ ス （ 被 加 工 物 保 持 装 置 ） ２ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ １ ０ ４ 】

１ ０ ０ ， ４ ０ ０ ， ５ ０ ０ 　 被 加 工 物 保 持 装 置

１ ０ ０ Ａ ， ５ ０ ０ Ａ 　 本 体 部

２ ０ ０ ， ６ ０ ０ 　 ベ ー ス 部

２ １ ０ 　 取 付 凹 部 （ 凹 部 ）

２ ２ ０ ， ２ ２ ０ Ａ ， ２ ２ ０ Ｂ 　 ガ イ ド レ ー ル （ 第 １ の ガ イ ド レ ー ル 、 段 差 部 ）

２ ２ ３ Ａ 　 側 面

２ ３ ０ 　 台 座 （ 第 １ の 台 座 部 ）

２ ４ ０ ， ２ ７ ０ 　 可 動 ブ ロ ッ ク （ 第 １ の ブ ロ ッ ク 部 ）

２ ４ １ ， ２ ７ １ 　 挟 持 部 （ 第 １ の 挟 持 手 段 ）

２ ５ ０ ， ２ ８ ０ 　 案 内 ブ ロ ッ ク

２ ６ ０ ， ２ ９ ０ 　 調 整 ネ ジ （ 第 １ の 調 整 手 段 ）
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３ ０ ０ 　 カ ー ト リ ッ ジ 部

３ ２ ０ 　 ガ イ ド レ ー ル （ 第 ２ の ガ イ ド レ ー ル 、 段 差 部 ）

３ ３ ０ 　 台 座 （ 第 ２ の 台 座 部 ）

３ ４ ０ ， ３ ７ ０ 　 可 動 ブ ロ ッ ク （ 第 ２ の ブ ロ ッ ク 部 ）

３ ４ １ ， ３ ７ １ 　 挟 持 部 （ 第 ２ の 挟 持 手 段 ）

３ ５ ０ ， ３ ８ ０ 　 案 内 ブ ロ ッ ク

３ ６ ０ ， ３ ９ ０ 　 調 整 ネ ジ （ 第 ２ の 調 整 手 段 ）

５ ４ ０ ， ５ ７ ０ 　 可 動 ブ ロ ッ ク

６ ０ ０ 　 ベ ー ス 部

７ ０ ０ 　 取 付 部 (Ｌ 字 型 取 付 部 )

Ｗ ， Ｗ １ ， Ｗ ２ ， Ｗ ３ 　 ワ ー ク （ 被 加 工 物 ）
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